
二
九

「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
の
文
学

　
　

― 

祇
園
南
海
『
明
詩
俚
評
』
に
示
さ
れ
た
「
影
写
」
法

白　

石　

真　

子

一
　
江
戸
詩
論
に
お
け
る
祇
園
南
海

日
本
に
お
け
る
十
八
世
紀
の
詩
文
を
語
る
う
え
で
、
明
代
詩
文
の
受
容
に
言
及

す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
の
漢
詩
人
た
ち
が
好
ん
で
明
代
詩
文

を
読
ん
で
い
た
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
の
詩
文
論
の
な

か
に
は
、
明
代
詩
文
を
古
人
及
び
古
文
へ
の
階
梯
と
し
て
受
容
し
よ
う
と
す
る
側

面
が
あ
る
。
こ
れ
を
尚
古
主
義
と
呼
べ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
明
代
詩
文
を
足

が
か
り
と
し
、
唐
詩
、
漢
詩
、
さ
ら
に
は
『
詩
経
』
に
ま
で
遡
ろ
う
と
す
る
も
の

た
ち
が
い
た
。
実
際
に
そ
の
論
理
が
詩
文
に
反
映
さ
れ
た
か
否
か
の
評
価
は
措
く

と
し
て
も
、
十
八
世
紀
に
活
躍
し
た
荻
生
徂
徠
を
中
心
と
し
た
蘐
園
学
派
は
、
こ

の
論
理
の
な
か
で
漢
文
学
を
牽
引
し
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

そ
の
在
り
方
は
、
蘐
園
学
派
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
木
下
順

庵
と
そ
の
門
人
た
ち
も
、
格
調
あ
る
詩
を
好
み
、
明
詩
を
階
梯
と
し
て
、
唐
詩
、

漢
詩
に
遡
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
る
（
（
（

。
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）

と
順
庵
（
一
六
二
一
―
一
六
九
八
）
の
生
き
た
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
順
庵
と
木
門

の
詩
人
た
ち
の
「
復
古
」
は
、
蘐
園
学
派
に
先
行
し
て
い
た
と
い
え
る
。

木
門
の
一
人
、
祇
園
南
海
（
一
六
七
七
―
一
七
五
一
）
が
、
明
代
文
人
と
吾
が

邦
の
詩
文
を
語
っ
た
一
節
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

和
人
ハ
此
合
点
夢
ニ
モ
知
ラ
ヌ
ユ
ヘ
、
詩
ト
云
モ
ノ
一
篇
モ
ナ
キ
ナ
リ
。
近

代
、
白
石
・
霞
沼
・
芳
洲
・
南
山
ノ
数
子
出
テ
始
テ
是
ヲ
作
リ
得
テ
共
高
キ

コ
ト
明
人
ニ
マ
サ
ル
。
是
等
ノ
処
悟
入
ス
レ
バ
ナ
リ
。（『
明
詩
俚
評
（
（
（

』
廬
叔

麟
「
初
冬
別
李
山
人
」
評
）

現
在
ま
で
、「
此
」
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
日
本
人
は
、
所
謂
、
詩
と
呼
べ
る

も
の
を
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
井
白
石
、
松
浦
霞
沼
、
雨
森
芳
洲
、
南
部

南
山
ら
同
輩
は
、「
此
」
を
悟
る
こ
と
で
、
所
謂
、
詩
を
作
り
得
た
と
い
う
の
だ
。

南
海
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
こ
れ
を
作
り
得
て
明
人
に
勝
っ
た
と
は
、
唐
詩
、
漢

詩
引
い
て
は
『
詩
経
』
に
匹
敵
す
る
作
詩
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
そ
う
が
、
問
題

は
「
此
」「
是
等
ノ
処
」
の
内
容
で
あ
る
。
南
海
は
、
何
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
人
が
は
じ
め
て
詩
を
書
き
得
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

南
海
詩
論
に
お
い
て
、「
詩
中
第
一
義
諦
」
と
す
る
の
は
「
影
写
」
と
い
う
手

法
で
あ
る
が
、
自
身
そ
れ
を
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

凡
影
写
ト
云
コ
ト
古
人
鏡
花
水
月
又
ハ
風
影
ト
モ
評
シ
タ
リ
。
先
影
写
ト

ハ
、
物
ノ
本
形
ヲ
ウ
ツ
ス
ヲ
云
。
譬
ヘ
ハ
月
影
ニ
梅
竹
ノ
窓
ヘ
ウ
ツ
リ
タ
ル

姿
ナ
リ
。
…
詩
ハ
必
ス
其
面
影
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
、
読
ム
人
考
ヘ
テ
、
ゲ
ニ
サ
コ

ト
ソ
ト
、
感
心
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ヘ
シ
。
是
ヲ
影
写
ト
云
。
…
凡
ソ
此
作
リ

方
ハ
詩
中
第
一
義
諦
ニ
テ
妙
用
如
ヽ
本
来
面
目
悟
入
之
処
、
コ
ヽ
ニ
ア
リ
。

（『
明
詩
俚
評
』
王
越
「
邉
城
春
雪
」
評
）
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引
用
部
「
古
人
鏡
花
水
月
又
ハ
風
影
ト
モ
評
シ
タ
リ
」
の
古
人
と
は
、
厳
羽
『
滄

浪
詩
話
』
詩
弁
の
一
節
な
ど
が
念
頭
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
影
写
」
と
い
う
言
葉

は
既
に
、『
文
心
彫
竜
』
通
変
「
漢
之
賦
頌
、
影
写
楚
世
」
な
ど
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
影
響
を
う
け
て
書
く
と
い
っ
た
意
で
あ
り
、
南
海
の
意
図
と
は
異
な
る
。
南

海
は
、「
影
写
」
と
は
、
作
る
人
が
そ
の
面
影
を
表
現
し
、
読
む
人
が
情
景
を
懐

い
、
な
る
ほ
ど
と
心
で
感
じ
る
詩
の
手
法
で
あ
る
と
い
う
。

南
海
の
「
影
写
」
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
あ
る
。

松
下
忠
は
「
影
写
説
が
そ
の
著
述
中
に
最
初
に
見
え
た
の
は
『
明
詩
俚
評
』
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、「
影
写
」
の
手
法
と
は
、
描
写
す
べ
き
対
象
の
問

題
（
境
趣
論
）
と
、
物
の
本
然
の
真
姿
を
如
何
に
描
写
す
べ
き
か
と
い
う
表
現
の

問
題
（
雅
俗
弁
）
と
が
そ
の
両
輪
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、

①
詩
格
が
高
い
こ
と
。
②
雅
語
（
詩
語
）
を
用
い
る
こ
と
。
③
温
潤
玉
の
如
き
も

の
で
あ
る
こ
と
。
④
文
飾
に
流
れ
ず
、
又
、
典
故
を
重
要
視
し
な
い
こ
と
が
、
南

海
詩
論
の
核
で
あ
り
、「
影
写
」
の
在
り
方
で
あ
る
と
評
す
る
（
（
（

。
ま
た
、
中
島
貴

奈
は
、
南
海
の
詩
を
具
体
的
に
検
討
す
る
な
か
で
「
影
写
」
に
言
及
し
、「
顕
わ

に
で
は
な
く
、
そ
れ
と
な
く
題
を
詠
み
こ
も
う
と
い
う
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
の
で

あ
る
…
…
そ
れ
は
故
事
の
用
い
方
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（
（

」

と
指
摘
す
る
。

松
下
論
文
は
、
明
詩
及
び
同
時
代
の
詩
人
ま
た
そ
の
詩
論
を
念
頭
に
置
い
た
分

析
の
た
め
、
南
海
詩
論
「
影
写
」
説
の
特
質
の
一
つ
が
格
調
説
か
ら
の
脱
却
で
あ

る
こ
と
に
論
点
を
お
く（
６
（。
一
方
、
中
島
論
文
は
、「
七
家
雪
」
と
い
う
実
作
を
分

析
す
る
中
で
「
影
写
」
説
が
如
何
に
機
能
し
て
い
る
か
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
当
然
両
論
文
は
、
同
じ
「
影
写
」
法
に
触
れ
な
が
ら
も
そ
の
論
点
は
大
き

く
異
な
る
。
し
か
し
、
共
通
し
て
、「
影
写
」
と
い
う
作
詩
法
が
、
格
調
高
い
言

語
を
選
ぶ
こ
と
、
直
接
的
な
い
い
方
を
避
け
る
こ
と
な
ど
、
表
現
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
影
写
」
法
と
は
、
様
々
な
要
件
か
ら
な
る

南
海
詩
論
の
包
括
的
概
念
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
明
詩
俚
評
』『
詩
学
逢
原
』

『
詩
訣
』
に
南
海
詩
論
を
分
析
す
る
が
、
と
く
に
、『
明
詩
俚
評
』
で
南
海
が
用

い
た
「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
、「
影
写
」
法
の
内
実
に
迫
り

た
い
（
（
（

。
南
海
が
近
年
日
本
人
も
い
わ
ゆ
る
詩
を
書
き
得
た
と
し
て
、「
近
代
、
白

石
・
霞
沼
・
芳
洲
・
南
山
ノ
数
子
出
テ
始
テ
是
ヲ
作
リ
得
テ
共
高
キ
コ
ト
明
人
ニ

マ
サ
ル
」（『
明
詩
俚
評
』「
初
冬
別
李
山
人
」
評
）
と
ま
で
同
輩
を
評
し
た
所
以

も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

二
　『
明
詩
俚
評
』『
詩
学
逢
原
』『
詩
訣
』

祇
園
南
海
の
詩
論
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
論
で
は
次
の
三
書
を
取
り
上

げ
る
。

① 

『
明
詩
俚
評
』
新
井
白
蛾
・
序
（
宝
暦
五
・
一
七
五
五
年
）、
自
叙
（
享
保
六
・

一
七
二
一
年
）、
穂
積
以
貫
・
後
序
（
宝
暦
四
・
一
七
五
四
年
）

② 

『
詩
学
逢
原
（
8
（

』
釈
敬
雄
・
序
（
宝
暦
一
二
・
一
七
六
二
年
）、
岡
貞
吉
・
跋
（
宝

暦
一
三
・
一
七
六
三
）

③ 

『
詩
訣
（
9
（

』
筱
應
道
（
天
明
七
・
一
七
八
九
年
）、
江
村
北
海
・
序
（
同
年
）、
祇
園

長
幹
・
識
（
同
年
）

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
三
書
に
共
通
し
て
い
る
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
に
は
、
門
人
に
語
る
な
か
で
生
ま
れ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

『
詩
学
逢
原
』
釈
敬
雄
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

詩
を
以
て
参
ず
る
者
有
る
毎
に
、
輙
ち
此
の
影
写
法
を
以
て
之
を
啓
発
す
。

且
つ
子
弟
と
夜
話
の
次
に
、
諸
家
の
詩
話
を
引
き
、
参
ず
る
に
自
家
の
説
を

以
て
す
。
斯
旨
を
講
究
す
る
に
、
俚
言
・
方
言
を
以
て
し
、
筆
以
て
冊
と
為
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一

す
。
題
し
て
曰
く
、
詩
学
逢
原
と
。（『
詩
学
逢
原
』
序
・
原
漢
文
）

詩
を
持
参
す
る
者
が
あ
れ
ば
い
つ
も
自
説
の
「
影
写
法
」
を
用
い
て
解
説
し
彼
ら

を
啓
発
し
、
ま
た
弟
子
た
ち
と
、
既
存
の
詩
話
や
自
説
を
気
楽
に
語
ら
う
な
か

で
、
こ
の
『
詩
学
逢
原
』
が
完
成
し
た
と
い
う
。

『
詩
訣
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、「
蓋
し
嘗
て
其
の
門
人
小
子
に
口
授
す
る
所

の
者
な
り
。
門
人
、
国
字
を
以
て
之
を
録
し
、
以
て
帳
秘
と
為
す
」（『
詩
訣
』
江

村
北
海
序
・
原
漢
文
）
と
語
ら
れ
る
。
両
書
は
と
も
に
南
海
が
門
人
に
語
っ
た

言
葉
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
述
す
る
が
、
そ
の
体
裁
か
ら
、

『
明
詩
俚
評
』
も
恐
ら
く
は
講
義
ノ
ー
ト
と
い
う
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
よ
っ

て
、
三
書
は
と
も
に
、
門
人
に
語
る
な
か
で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
定

さ
れ
る
。
想
定
に
止
ま
る
の
は
、
右
に
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
序
が
南
海
自
身
の
言
葉

で
は
な
い
か
ら
で
、
序
を
書
い
た
釈
敬
雄
と
江
村
北
海
は
、
そ
の
内
容
や
体
裁
か

ら
想
像
し
て
そ
う
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。

ま
た
、
二
つ
に
は
、
そ
の
表
記
が
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
三
つ
に
は
、
刊
行
が
南
海
没
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
三
書
共
通
の
点
で
あ

る
。
更
に
四
つ
に
は
、
三
書
に
お
け
る
南
海
詩
論
が
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
が
最
も
重
要
な
共
通
点
で
あ
る
。
象
徴
的
に
い
え
ば
、
全
て
に
「
影

写
」「
写
影
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
、
三
書
は
と
も
に
「
影
写
」
と
い
う
概
念

の
な
か
で
、
作
詩
お
よ
び
詩
を
鑑
賞
す
る
手
法
を
説
い
た
啓
発
書
な
の
で
あ
る
。

一
方
で
三
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
も
つ
。

『
明
詩
俚
評
』
は
、
既
存
の
明
詩
選
集
に
収
め
る
百
余
篇
を
論
評
す
る
も
の

で
、
詩
を
ど
う
読
む
か
、
そ
の
詩
が
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
分
析
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
る
。

『
詩
訣
』
は
、
李
嶠
の
雑
詠
よ
り
、「
日
」「
月
」「
霧
」「
帷
」「
李
」
の
五
篇

を
取
り
あ
げ
評
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
詩
評
で
あ
り
『
明
詩
俚
評
』
と

同
じ
視
点
を
も
つ
が
、
評
す
る
対
象
が
、
明
詩
で
は
な
く
李
嶠
と
い
う
唐
代
の

詩
人
で
あ
る
こ
と
が
異
な
る
（
（（
（

。
続
い
て
、「
詩
法
雅
俗
弁
」「
古
詩
ヲ
覚
ユ
ル
事
」

「
吟
詠
」「
古
風
近
体
同
異
」
の
四
項
目
に
言
及
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
「
詩
法
雅
俗
弁
」
に
割
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
海
は
、「
凡

ソ
詩
ヲ
作
ラ
ン
ト
ス
ル
人
、
入
門
ノ
初
ヨ
リ
、
雅
俗
ノ
二
字
ノ
弁
ヲ
ヨ
ク
心
得
知

ル
コ
ト
、
是
大
乗
ノ
法
門
ナ
リ
」（『
詩
訣
』）
と
し
、
い
か
な
る
言
葉
が
俗
で
あ

り
、
雅
で
あ
る
の
か
を
、
具
体
的
な
用
語
を
列
挙
し
て
説
く
。
こ
れ
ら
は
全
て
、

南
海
の
詩
論
が
、「
大
凡
詩
ヲ
作
ル
ハ
風
雅
ヲ
本
ト
ス
」（『
詩
訣
』）
と
い
う
格
調

を
重
ん
じ
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
詩
学
逢
原
』
は
、『
詩
訣
』
よ
り
一
層
に
整
理
さ
れ
た
南
海
詩
論
で
あ
る
。

「
詩
語
常
語
、
取
義
」「
詩
有
境
趣
」「
雅
俗
」「
詩
有
軽
重
・
清
濁
・
大
小
・
緩

急
」「
字
眼
」「
豪
句
雄
句
并
敏
捷
」「
詩
有
強
弱
」
と
い
う
七
項
目
か
ら
成
る
。

佳
作
と
み
と
め
る
唐
詩
を
取
り
上
げ
て
解
説
を
加
え
、
ま
た
時
に
は
、
既
存
の
詩

話
を
引
用
し
て
自
説
を
補
強
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
論
を
す
す
め
て
い
る
。
禅
語
表

現
や
、
宋
か
ら
明
代
の
詩
話
及
び
そ
こ
に
み
ら
れ
る
詩
論
の
熟
語
（
例
え
ば
「
水

月
鏡
花
」
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
）
が
南
海
詩
論
の
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
あ
っ
た
共
通
の
教
養
と
し
て
の
詩
の
議
論
が
、
南
海
に
お
い
て
も
例
外
な
く

前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
詩
訣
』
四
項
目
と
『
詩
学
逢
原
』
七
項
目
を
対
照
す
る
と
、『
詩
訣
』
は

『
詩
学
逢
原
』
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
南
海
詩
論
と
し
て
は
『
詩
学
逢
原
』
を

主
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
雅
俗
の
用
字
と
い
う
項
目
に
関
し
て
は
『
詩
訣
』
の

ほ
う
が
詳
し
い
（
（（
（

。
つ
ま
り
、『
明
詩
俚
評
』
と
は
、
南
海
詩
論
に
基
づ
き
、
そ
の

用
語
を
以
て
明
詩
を
具
体
的
に
論
評
し
た
も
の
で
あ
り
、『
詩
学
逢
原
』
と
『
詩

訣
』
は
、
南
海
詩
論
の
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
海
詩
論
の
要
点

を
一
先
ず
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、『
詩
学
逢
原
』『
詩
訣
』
を
分
析
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
私
見
で
は
、
南
海
が
詩
論
用
語
を
整
理
し
た
た
め
に
削
ら
れ
て
し

ま
っ
た
要
件 

―
「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
と
い
う
作
詩
手
法
が
『
明
詩
俚
評
』
に
見
え
、
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三
二

こ
の
要
件
の
分
析
は
、
南
海
が
「
詩
中
第
一
義
諦
」
と
す
る
「
影
写
」
法
を
理
解

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
明
詩
俚
評
』
は
単
な

る
明
詩
評
論
に
過
ぎ
な
い
が
、
十
八
世
紀
の
日
本
で
、
あ
る
漢
詩
人
が
、
明
代
詩

文
の
役
割
（
如
何
に
読
ま
れ
、
何
が
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
）
を
ど
う
捉

え
て
い
た
の
か
を
知
る
題
材
で
も
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
本
稿
の
課
題
と
し
て
は

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
あ
え
て
『
明
詩
俚
評
』
を
中
心
に
南
海

詩
論
の
分
析
を
試
み
た
い
。

三
　『
皇
明
千
家
詩
』
と
『
明
詩
俚
評
』

ま
ず
、『
明
詩
俚
評
』
の
体
裁
を
み
て
お
こ
う
。

『
明
詩
俚
評
』
は
南
海
自
身
に
よ
る
序
文
を
冠
し
て
お
り
、
そ
こ
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

漢
唐
の
詩
、
学
び
難
く
、
解
し
難
し
。
明
人
の
詩
、
学
び
易
く
解
し
易
し
。

漢
唐
の
詩
、
学
ば
ざ
る
可
か
ら
ず
、
解
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
明
人
の
詩
、
未

だ
必
ず
し
も
学
ぶ
可
か
ら
ず
、
未
だ
必
ず
し
も
解
す
可
か
ら
ず
（
（（
（

。
然
れ
ど
も

詩
を
学
ぶ
者
、
初
め
て
漢
唐
の
詩
を
読
む
は
、
猶
ほ
夢
中
に
鈞
天
の
楽
を
聴

く
が
ご
と
し
。
其
の
音
の
霊
妙
な
る
を
知
ら
ざ
る
に
非
ず
。
但
だ
、
其
れ
茫

然
と
し
て
霊
妙
の
所
在
を
識
る
能
は
ざ
る
な
り
。
先
ず
明
詩
の
易
き
を
読
み

て
功
を
成
す
に
如
く
は
な
き
の
み
。
予
、
明
詩
を
評
釈
し
、
以
て
初
学
に
便

な
ら
ん
と
す
る
は
、
此
の
故
為
る
な
り
。（『
明
詩
俚
評
』
自
叙
・
原
漢
文
）

学
ぶ
も
、
解
す
る
も
、
到
る
べ
き
は
「
漢
唐
の
詩
」
な
の
だ
が
、
な
ん
と
も
難
解

な
の
だ
。「
漢
唐
の
詩
」
を
読
ん
だ
者
は
誰
し
も
、
そ
れ
が
ま
る
で
天
上
界
の
詩

で
あ
る
よ
う
に
感
じ
、「
霊
妙
」
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
の
だ
。
南
海
は
、
詩
の
「
霊
妙
な
る

所
在
」
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
漢
唐
の
詩
」
よ
り
も
解
し
易
い
「
明
詩
」
を
評

釈
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

南
海
が
『
千
家
詩
』
と
称
す
る
の
が
、『
鐫
出
像
註
釋
皇
明
千
家
詩
』（
以
下
、

『
皇
明
千
家
詩
』
と
略
す
）
で
あ
り
、『
明
詩
俚
評
』
の
「
明
詩
」
は
、『
皇
明
千

家
詩
』
に
収
め
ら
れ
た
「
明
詩
」
を
材
と
す
る
。

蓋
し
千
家
詩
は
明
詩
中
最
も
平
易
な
る
者
な
り
。
其
の
詩
、
大
率
、
清
爽
澹

雅
、
近
に
し
て
見
易
く
、
浅
に
し
て
識
り
易
し
。
所
謂
る
奇
ゝ
怪
ゝ
深
奥
雄

傑
な
る
者
は
一
篇
も
載
せ
ず
。（『
明
詩
俚
評
』
自
叙
・
原
漢
文
）

南
海
は
、『
皇
明
千
家
詩
』
に
収
め
る
「
明
詩
」
は
卑
近
な
題
材
と
し
て
よ
い
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
素
晴
ら
し
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

そ
し
て
、「
も
し
学
者
常
に
此
の
体
に
效
は
ば
、
其
れ
柔
媚
に
流
れ
ん
こ
と
を

恐
る
な
り
」（『
明
詩
俚
評
』
自
叙
・
原
漢
文
）
と
、
読
者
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

南
海
は
、「
漢
唐
の
詩
」
に
到
る
階
梯
と
し
て
『
皇
明
千
家
詩
』
を
評
し
た
も
の

が
『
明
詩
俚
評
』
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
皇
明
千
家
詩
』
は
現
在
、
和
刻
本
漢
詩
集
成
に
影
印
さ
れ
、
手
軽
に

見
る
こ
と
の
出
来
る
資
料
で
あ
る
。
長
沢
規
矩
也
は
そ
の
解
題
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
（
（（
（

。

（
新
鐫
註
釋
出
像
）
皇
明
千
家
詩　

四
巻　

明
汪
萬
頃
選
注　

瀧
川
昌
楽
点　

貞
享
二
年
（
一
五
八
五
）
五
月
京
都
朝
の
久
兵
衛
覆
明
萃
慶
堂
刊
本　

大
四

冊編
者
は
明
代
の
詩
人
の
優
れ
た
作
品
を
一
人
一
首
づ
つ
選
び
（
（（
（

、
詳
注
を
加

へ
、
姓
名
の
下
に
籍
貫
官
職
を
注
し
、
巻
中
所
々
に
精
密
な
挿
図
を
添
へ
た

も
の
。
精
刻
の
絵
亦
愛
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
底
本
は
萬
暦
中
、
萃
慶
堂
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三
三

刊
本
。
呉
道
南
の
序
に
年
号
な
く
、
次
に
、
貞
享
二
年
、
加
点
者
瀧
川
昌

楽
（
昨
非
庵
）
の
序
を
冠
す
る
。
原
明
刊
本
未
見
。
編
者
の
伝
未
攷
。
巻
頭

に
よ
り
、
字
は
徹
可
、
雲
林
（
江
蘇
省
内
か
）
の
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の

み
。

『
皇
明
千
家
詩
』
は
、
七
言
絶
句
（
巻
一
・
二
）
七
言
律
詩
（
巻
三
・
四
）
か
ら
成

る
。
ま
た
、
七
絶
、
七
律
の
部
立
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
春
景
」「
夏
景
」「
秋
景
」

「
冬
景
」
の
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
読
者
が
季
節
の
移
ろ
い
を
詩
に
よ
っ

て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、「
春
景
」
も
、
立
春
、
早
春
、
春
半
、
春
暮

…
と
い
う
時
の
移
ろ
い
に
添
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
題
に
「
出
像
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
読
者
に
と
っ
て
は
挿
図
も
理
解
の
一
助
と
な
る
。
詩

人
の
姓
名
に
割
注
し
て
本
貫
や
官
職
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
あ
る
こ
と
も
「
千
家

詩
」
と
称
す
る
こ
の
書
の
特
性
で
あ
ろ
う
。
詳
注
は
、
語
釈
か
ら
始
ま
り
、
典

拠
、
情
景
説
明
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

南
海
は
『
明
詩
俚
評
』
に
お
い
て
『
皇
明
千
家
詩
』
所
収
の
七
絶
（
巻
一
・
二
）

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
評
し
て
い
る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
春
景
三
五
篇
、
夏
景
二
二
篇
、

秋
景
三
七
篇
、
冬
景
一
五
篇　

計
一
〇
九
篇
が
、
南
海
の
評
し
た
「
明
詩
」
で
あ

る
。そ

の
体
裁
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
南
海
が
『
明
詩
俚
評
』
に
お
い
て
詩
人
の
名

の
み
を
記
し
、『
皇
明
千
家
詩
』
に
あ
る
詩
人
の
本
貫
や
官
職
な
ど
の
情
報
で
あ

る
割
注
を
全
て
削
除
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
明
詩
俚
評
』
の
読
後
に
、
作
者

で
あ
る
明
人
に
対
す
る
印
象
が
希
薄
と
い
っ
た
感
を
受
け
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
う

い
っ
た
情
報
を
削
っ
て
い
る
こ
と
と
、
南
海
の
関
心
が
そ
こ
に
な
い
こ
と
に
拠
る

の
で
あ
ろ
う
。
現
に
『
明
詩
俚
評
』
は
、
詩
人
そ
の
も
の
へ
の
関
心
か
ら
評
釈
す

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
例
え
ば
、
詩
を
評
す
る
な
か
で
「
此
詩
人
ハ
山
水
ヲ
画

ク
ノ
妙
手
也
。
詩
モ
又
入
画
ナ
リ
」（
倪
瓉
「
春
日
偶
成
」）
と
、
作
詩
に
関
わ
る

よ
う
な
場
合
に
は
人
物
に
触
れ
る
が
、『
皇
明
千
家
詩
』
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
な

詩
人
の
籍
貫
官
職
に
関
す
る
内
容
は
見
え
な
い
。

ま
た
、『
皇
明
千
家
詩
』
に
は
な
い
が
、『
明
詩
俚
評
』
に
は
一
〇
九
篇
の
内

三
二
篇
に
見
出
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
題
の
上
に
付
さ
れ
た
見
出
し
は
、
例
え

ば
「
典
麗
」「
幽
斉
」「
瀟
洒
」「
富
麗
」
な
ど
詩
評
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
二
字
の

言
葉
で
（
（（
（

、
こ
の
一
つ
が
「
影
写
」
で
あ
る
。
こ
の
見
出
し
は
、「
春
景
」「
夏
景
」、

つ
ま
り
『
明
詩
俚
評
』
前
半
に
集
中
し
て
お
り
、
後
半
に
は
ほ
と
ん
ど
み
え
な

い
。推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
南
海
が
『
明
詩
俚
評
』
に
お
い
て
「
此
書
ノ
四
絶

唱
」
と
称
し
た
四
篇
に
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
見
出
し

は
、
詩
の
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
詩
の
構
成
や
手
法
、
表
現

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
た
め
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

「
影
写
」
は
三
度
に
わ
た
っ
て
見
出
し
に
挙
が
る
が
、
見
出
し
の
な
い
「
此
書
ノ

四
絶
唱
」
が
「
影
写
」
の
範
疇
か
ら
外
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
（
後
述
）、
し

た
が
っ
て
、『
明
詩
俚
評
』
の
見
出
し
は
、
一
通
り
作
詩
法
を
解
説
し
よ
う
と
付

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
半
部
に
集
中
的
に
み
え
る
の
も
そ
の
た
め
で
は

あ
る
ま
い
か
。

さ
て
、
以
下
に
検
討
す
る
『
明
詩
俚
評
』
は
、
南
海
が
評
を
付
け
た
部
分
を
読

み
解
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
評
の
付
け
方
に
は
聊
か
問
題
が
あ
る
。『
明
詩
俚
評
』

の
評
に
は
、「
旧
注
云
…
」「
南
海
曰
…
」「
白
蛾
曰
…
」「
愚
按
…
」
そ
し
て
、
某

と
称
さ
ず
に
「
…
…
」
と
評
す
る
五
つ
の
表
記
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
旧
注
云
…
」
は
、『
皇
明
千
家
詩
』
よ
り
引
用
し
た
も
の
。「
南
海
曰
…
」

は
、
南
海
の
評
。「
白
蛾
曰
…
」
は
、
校
正
者
で
あ
る
新
井
白
蛾
に
拠
る
。
こ
れ

ら
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
愚
按
…
」
と
「
…
…
」
と
い
う
無
記
名
の
も
の
は
、

誰
に
よ
る
も
の
か
明
確
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

「
愚
按
…
」
は
、「
南
海
曰
…
」
あ
る
い
は
「
南
海
評
語
ナ
シ
」
と
し
た
後
に
、

「
愚
按
…
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
愚
按
…
」
は
南
海
の
言
葉
で
は
な
い

と
考
え
る
（
（（
（

。『
明
詩
俚
評
』
が
講
義
録
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
筆
記
し
た
者
と
捉
え
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三
四

る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
「
…
…
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
冬

景
」
の
詩
の
部
分
に
見
ら
れ
、
且
つ
、
い
ず
れ
も
短
評
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
察
す

る
に
、『
明
詩
俚
評
』
は
、
全
て
に
南
海
の
評
が
備
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
残
る
。

本
稿
で
は
、「
南
海
曰
…
」
と
い
う
評
の
み
を
分
析
対
象
と
し
、
南
海
詩
論
を

整
理
す
る
。

四
　
詩
の
「
体
・
法
・
辞
」

詩
と
は
何
か
。
南
海
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

嗚
呼
詩
ノ
原
ハ
一
ナ
リ
。
三
代
ノ
初
、
人
情
ノ
ヤ
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ヨ
リ
、

声
音
ニ
発
タ
ル
マ
デ
ノ
物
ナ
リ
シ
。
周
ノ
時
…
…
。
孔
子
ノ
時
…
…
。
唐

…
…
。
一
詩
歴
代
ヲ
経
テ
カ
ク
用
ル
所
ハ
カ
ハ
レ
ド
モ
、
カ
ハ
ラ
ザ
ル
所

ハ
、
其
源
人
情
ノ
、
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
所
ニ
於
テ
ハ
一
ナ
リ
。（『
詩
学
逢
原
』

「
詩
語
常
語
・
取
義
」）

詩
の
源
は
た
だ
人
情
で
あ
る
と
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
共
通
の
認
識
で
あ
り
南
海

も
そ
こ
か
ら
外
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
え
る
（
（（
（

。
ま
た
、「
人
情
ノ
ヤ
ム
コ
ト

ヲ
得
ザ
ル
ヨ
リ
、
声
音
ニ
発
タ
ル
マ
デ
ノ
物
ナ
リ
シ
」
と
い
う
語
勢
は
「
毛
詩
大

序
（
（（
（

」
を
意
識
し
て
い
よ
う
。

「
詩
ハ
人
情
ヲ
吟
詠
ス
ル
声
ノ
道
具
」（『
詩
学
逢
原
』「
詩
語
常
語
・
取
義
」）

で
あ
っ
て
、「
理
屈
ヲ
述
ベ
、
議
論
ヲ
ス
ル
道
具
ニ
非
ズ
」（
同
上
）
と
す
る
南
海

は
、
理
屈
や
義
理
が
過
ぎ
る
と
し
て
宋
詩
を
退
け
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
兆
し
を
唐

詩
に
も
み
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
詩
を
評
す
る
に
も
、
宋
詩
の
弊
害
が
み
ら

れ
れ
ば
、「
宋
人
ノ
口
気
ア
リ
太
タ
可
悪
」（『
明
詩
俚
評
』
金
規
器
「
子
陵
臺
」）、

「
宋
人
ノ
屈
可
刪
」（『
明
詩
俚
評
』
王
世
貞
「
午
日
小
酌
」）
と
評
す
る
。
そ
し
て

大
枠
で
は
、
漢
詩
・
唐
詩
を
よ
し
と
し
な
が
ら
も
、
杜
甫
の
詩
史
と
称
さ
れ
る
そ

の
詩
の
有
り
様
、
杜
牧
の
詠
史
の
諸
作
な
ど
を
指
し
て
「
宋
人
の
嚆
矢
」（『
詩
学

逢
原
』「
詩
語
常
語
・
取
義
」）
と
難
じ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
詩
に
理
屈
や
義
理

を
い
い
、
人
情
を
吟
詠
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
思
考
を
詩
の
訓
読
に
お
い
て
も
重
要
視
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、『
明
詩
俚
評
』
胡
按
「
秋
尽
有
作
」
の
結
句
「
正
好
帰
時
却

未
帰
」
を
訓
読
す
る
に
、「
語
路
耳
ダ
ツ
」
こ
と
を
厭
い
「
正
に
帰
る
に
好
き
時

な
れ
ど
も
却
っ
て
未
だ
帰
ら
ず
」
と
は
読
ま
ず
、「
正
に
好
し
帰
時
却
っ
て
未
だ

帰
ら
ず
」
と
訓
読
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
南
海
は
、「
総
ジ
テ
訓
点
ハ
理
屈
過
キ

タ
ル
ハ
ア
シ
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
我
々
が
行
き
つ
戻
り
つ
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
を
用

い
、
意
味
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と
が
読
詩
に
適
さ
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
南
海
は
、
読
詩
に
お
い
て
も
作
詩
に
お
い
て
も
、
詩
が
、
義
理
や
理
屈

と
い
っ
た
一
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
情
と
い
う
幽
玄
な
と
こ
ろ
か
ら
発
せ
ら

れ
た
の
だ
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
る
。

で
は
、
人
情
か
ら
発
せ
ら
れ
た
已
む
こ
と
の
得
ざ
る
声
で
あ
る
詩
と
は
、
ど
う

表
現
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
ま
と
め
る
用
語
は
『
明
詩
俚
評
』

で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
影
写
」
法
を
分
析
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
の
で
、

詩
文
の
「
体
・
法
・
辞
」
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

「
体
」
は
、
文
体
の
体
と
、
詩
を
構
成
す
る
本
体
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

文
体
は
、
例
え
ば
、
応
制
を
説
明
し
て
「
此
詩
ノ
体
、
一
座
即
興
、
ハ
ヤ
作

リ
ノ
手
本
也
」（『
明
詩
俚
評
』
呉
伯
宗
「
春
日
応
制
」）
と
い
い
、
ま
た
、
歌
行

に
倣
う
と
し
て
、「
此
詩
ハ
歌
行
ニ
ア
ラ
ズ
ト
イ
エ
ド
モ
其
体
ヲ
用
ヒ
」（
同
上
、

薛
瑄
「
立
春
日
偶
成
」）
て
い
る
と
説
明
す
る
。
南
海
は
、
そ
も
そ
も
文
体
に
は

各
々
に
見
合
っ
た
表
現
方
法
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
体
を
知
り
見

極
め
る
こ
と
は
、
作
詩
の
要
件
と
な
る
。

ま
た
、
詩
を
構
成
す
る
本
体
の
意
味
で
の
体
と
し
て
、「
賦
」「
比
」「
興
」
を

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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三
五

詩
ハ
人
情
ヲ
吟
詠
ス
ル
声
ノ
道
具
ニ
テ
、
其
作
ル
法
、
賦
比
興
ノ
三
体
ア

リ
テ
、
其
境
界
、
其
真
情
ヲ
其
マ
ヽ
ニ
写
シ
出
ス
ヲ
賦
ト
シ
、
物
ニ
比
シ
、

タ
ト
ヘ
テ
作
ル
ヲ
比
ト
シ
、
物
ヲ
見
ニ
就
テ
、
情
感
ジ
テ
作
ル
ヲ
興
ト
ス
。

其
事
其
辞
、
千
変
万
化
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
此
三
体
ヲ
出
ズ
。（『
詩
学
逢
原
』

「
詩
語
常
語
・
取
義
」）

南
海
は
、
作
詩
の
法
（
人
情
を
吟
詠
す
る
方
法
）
と
し
て
三
つ
の
体
が
あ
る
と

「
賦
」「
比
」「
興
」
を
説
明
す
る
。
そ
も
そ
も
「
賦
」「
比
」「
興
」
は
詩
の
六
義

の
う
ち
の
三
で
あ
り
、「
賦
」
は
直
叙
、「
比
」
は
明
喩
、「
興
」
は
暗
喩
と
い
う

表
現
方
法
を
い
う
。
本
来
六
義
で
は
「
風
」「
雅
」「
頌
」
が
体
の
意
を
も
ち
、

「
賦
」「
比
」「
興
」
は
法
の
意
で
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
南
海
詩
論
で
は
、

「
此
詩
ハ
比
ノ
体
ナ
リ
」「
賦
ノ
体
ナ
ル
ヲ
比
興
ト
見
ル
」（『
明
詩
俚
評
』
王
恭

「
新
燕
」）
な
ど
と
、
体
で
説
明
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
「
賦
」
と
い
う
体
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
其
境
界
、
其
真
情

ヲ
其
マ
ヽ
ニ
写
シ
出
ス
ヲ
賦
ト
」
す
る
と
あ
る
が
、
こ
の
「
境
界
」
と
「
真
情
」

が
南
海
詩
論
で
は
「
法
」
の
用
語
と
な
る
。

『
詩
学
逢
原
』「
詩
有
境
趣
」
に
詳
細
に
解
説
が
あ
る
の
で
み
て
お
き
た
い
。

詩
ハ
境
・
趣
ノ
二
ツ
ヨ
リ
、
外
ノ
形
ハ
無
キ
者
ナ
リ
。
千
変
万
化
ト
イ
ヘ
ド

モ
、
此
二
ツ
ニ
出
ル
コ
ト
無
シ
。
先
境
ト
ハ
境
界
ナ
リ
、
景
色
ナ
リ
。
凡
人

ノ
目
ニ
触
レ
、
耳
ニ
聞
キ
、
身
ニ
覚
ユ
ル
タ
グ
イ
、
…
都
テ
我
身
ヨ
リ
外
ノ

境
界
、
皆
此
ヲ
ツ
ヾ
メ
テ
境
ト
ス
。
…
趣
ト
ハ
意
・
趣
向
ナ
リ
。
我
心
ニ
思

フ
コ
ト
、
知
ル
コ
ト
、
思
ヒ
出
ス
コ
ト
、
思
ヒ
ヤ
ル
コ
ト
、
楽
ム
コ
ト
、
凡

心
ノ
用
、
皆
名
付
テ
趣
ト
ス
。（『
詩
学
逢
原
』「
詩
有
境
趣
」）

南
海
は
、
一
篇
の
詩
は
「
境
」（
耳
目
で
触
れ
ら
れ
る
対
象
・
景
色
）
と
「
趣
」

（
心
の
作
用
・
情
思
）
と
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
（
（（
（

。
く
り
か
え
せ
ば
、
右
に
引
用

の
「
其
境
界
、
其
真
情
ヲ
其
マ
ヽ
ニ
写
シ
出
ス
ヲ
賦
ト
」
す
る
と
は
、「
境
」（
耳

目
で
触
れ
ら
れ
る
対
象
・
景
色
）
と
「
趣
」（
心
の
作
用
・
情
思
）
を
そ
の
ま
ま

に
描
き
出
し
た
も
の
が
賦
と
い
う
体
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「
境
」「
趣
」
こ
そ
、
一
篇
の
詩
を
構
成
す
る
法
で
あ
る
と
南
海
は
説
明
す

る
。そ

も
そ
も
こ
の
法
は
、『
三
体
詩
』（
周
弼
編
）
に
お
け
る
「
実
」「
虚
」
に
照

ら
し
た
も
の
で
、『
詩
学
逢
原
』
で
は
、
詩
に
お
け
る
「
境
」「
趣
」
の
分
量
（
バ

ラ
ン
ス
）
や
、
そ
の
展
開
（「
境
」
か
ら
「
趣
」、
あ
る
い
は
「
趣
」
か
ら
「
境
」

へ
の
展
開
や
語
勢
）
は
、
詩
の
形
式
に
よ
っ
て
も
、
描
く
対
象
に
よ
っ
て
も
異
な

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
境
趣
中
分
法
」「
境
三
句
趣
一
句
法
」
等
々
、
一
篇
の

詩
の
構
成
法
を
「
境
」「
趣
」
で
解
説
す
る
。
南
海
の
境
趣
論
は
『
三
体
詩
』
に

倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
独
自
性
は
な
い
が
、
詩
の
本
体
は
「
境
」「
趣
」
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
篇
法
の
思
考
は
、
南
海
詩
論
の
主
要
な
要
件
で
あ
る
。

で
は
、「
辞
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
南
海
が
、「
詩
法
雅
俗
弁
」（『
詩
訣
』）、

「
詩
語
常
語
」「
雅
俗
」（『
詩
学
逢
原
』）
で
繰
り
返
し
主
張
す
る
の
は
、「
詩
語
」

「
雅
語
」
と
「
俗
語
」「
常
語
」
を
区
別
し
、「
詩
語
」「
雅
語
」
を
選
ん
で
作
詩
す

る
こ
と
で
あ
る
。

凡
ソ
詩
ヲ
作
ラ
ン
ト
ス
ル
人
、
入
門
ノ
初
ヨ
リ
雅
俗
ノ
二
字
ノ
弁
ヲ
ヨ
ク
心

得
知
ル
コ
ト
、
是
大
乗
ノ
法
門
ナ
リ
。（『
詩
訣
』「
詩
法
雅
俗
弁
」）

詩
ハ
風
雅
ノ
器
ナ
リ
。
俗
用
ノ
物
ニ
非
ズ
。
若
俗
用
ノ
物
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
、
詩

ヲ
借
ル
ニ
及
バ
ズ
。
常
語
・
俚
語
ニ
テ
コ
ト
ス
ム
ベ
シ
。
詩
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。

日
本
ノ
歌
ト
テ
モ
同
ジ
。（『
詩
学
逢
原
』「
雅
俗
」）

『
詩
訣
』
で
は
、
ど
の
よ
う
な
語
が
「
詩
語
」「
雅
語
」
で
あ
り
、「
俗
語
」「
常

語
」
で
あ
る
か
を
具
体
的
に
例
示
し
、
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
海
が
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六

詩
に
格
調
を
求
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
更
に
は
、「
古
詩
ヲ
覚
ユ
ル
事
」

「
吟
詠
」（『
詩
訣
』）、「
取
義
」（『
詩
学
逢
原
』）
の
項
目
に
発
展
す
る
。

断
章
取
義
ノ
妙
用
ト
云
コ
ト
、
只
三
百
篇
ニ
限
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
後
世
ノ
詩
、

今
人
ノ
詩
ニ
テ
モ
、
高
妙
ノ
作
ハ
皆
断
章
取
義
ス
ベ
シ
。（『
詩
学
逢
原
』

「
詩
語
常
語
、
取
義
」）

断
章
取
義
と
は
、『
詩
経
』
な
ど
の
詩
句
を
き
り
と
り
、
本
来
の
意
味
と
は
無
関

係
に
、
そ
の
場
に
応
じ
て
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
海
は
、
断
章
取
義
は
何
も

『
詩
経
』
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
我
々
の
作
詩
に
通
ず
る
修
辞
法
で
あ
る
と
い

う
。た

だ
し
こ
の
修
辞
法
は
、『
詩
経
』
を
は
じ
め
古
人
の
詩
を
暗
唱
し
て
こ
そ
有

効
で
あ
る
。
文
字
通
り
、「
吟
詠
」（『
詩
訣
』）
し
、「
古
詩
ヲ
覚
ユ
ル
事
」（『
詩

訣
』）
が
必
須
と
な
る
。

『
明
詩
俚
評
』
に
次
の
よ
う
な
評
が
あ
る
の
も
、
こ
の
こ
と
に
拠
る
。

萬
節
「
幽
居
」
第
三
・
四
句　
　

東
風
昨
夜
知
多
少　

吹
落
庭
前
満
樹
花

・ 

是
古
人
ヲ
翻
案
ス
ル
法
ニ
テ
最
興
ア
ル
事
ナ
リ
。
葉
ノ
落
ル
ヲ
雨
カ
ト
キ
ヽ
、

雨
来
ル
ヲ
葉
落
カ
ト
聞
ク
。
皆
其
折
ニ
フ
レ
テ
ア
ル
ヘ
キ
品
ナ
リ
。
凡
古
人
ノ

趣
向
ヲ
上
下
ヘ
ナ
シ
前
後
ヘ
ナ
ス
。
如
此
ニ
テ
詩
意
活
発
シ
テ
イ
キ
テ
ク
ル

也
。
ソ
ノ
マ
ヽ
用
ル
ハ
死
句
ト
ナ
ル
。（
萬
節
「
幽
居
」
評
）

萬
節
の
二
句
は
、
古
人
、
す
な
わ
ち
孟
浩
然
「
春
暁
」
第
三
・
四
句
「
夜
来
風
雨

声
、
花
落
知
多
少
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
作
詩
と
い
う
場
面
で
、

既
に
あ
る
趣
向
を
自
分
に
引
き
付
け
て
詩
句
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
空

を
超
越
し
た
共
通
の
風
雅
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
作
詩
の
た
め
に
、
古
詩
を
吟

詠
し
故
事
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
こ
こ
に
了
解
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
吟
詠
し
学
ぶ
対
象
は
厳
選
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

唯
深
ク
李
太
白
カ
詩
及
ヒ
岑
參
カ
詩
、
此
二
集
ヲ
常
ニ
吟
誦
ス
ル
時
ハ
、
自

然
ニ
俗
病
ヲ
免
ル
ヘ
シ
。
盛
唐
ト
テ
モ
王
維
ガ
詩
ハ
癡
重
ニ
シ
テ
、
其
詩
ハ

上
乗
ナ
レ
ト
モ
、
見
ル
人
ハ
俗
ニ
陥
ノ
病
ア
ル
ヘ
シ
。（『
詩
訣
』「
詩
法
雅

俗
弁
」）

南
海
が
迷
い
な
く
名
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
李
白
と
岑
參
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
、
当
時
盛
行
し
て
い
た
蘐
園
学
派
の
よ
う
に
盛
唐
詩
を
総
じ
て
推
奨
す

る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
違
う
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
杜
甫
の
詩
史
と
称
さ
れ
る

所
以
の
詩
、
杜
牧
の
詠
史
の
諸
作
な
ど
は
、
議
論
が
過
ぎ
る
と
否
定
さ
れ
、
こ
こ

に
言
及
す
る
王
維
に
関
し
て
は
、
詩
そ
の
も
の
は
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
学
ん
だ

者
は
俗
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

詩
人
の
な
か
で
、
南
海
が
も
っ
と
も
問
題
視
す
る
の
は
、
日
本
で
は
古
く
か

ら
愛
読
さ
れ
て
き
た
白
楽
天
で
あ
る
。
白
楽
天
は
「
態
ト
好
テ
俗
ニ
作
ル
モ
ノ
」

（『
詩
訣
』「
詩
法
雅
俗
弁
」）
で
あ
る
と
し
、「
後
世
詩
道
ノ
亡
ブ
ベ
キ
端
、
是
ニ

過
ル
ハ
ナ
シ
」（『
詩
学
逢
原
』「
雅
俗
」）
と
、
詩
の
有
り
様
全
て
が
否
定
さ
れ

る
（
（（
（

。白
楽
天
の
詩
が
俗
で
あ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
南
海
が
作
詩
法
を
述

べ
た
件
が
あ
る
。

詩
ニ
実
事
ヲ
ソ
ノ
マ
ヽ
用
レ
ハ
、
卑
俗
ニ
シ
テ
聞
ニ
堪
ヘ
ス
。
楽
天
カ
俗
ナ

ル
、
多
ハ
此
病
ニ
ヨ
レ
リ
。
然
ラ
バ
、
詩
ハ
皆
虚
ヲ
云
ノ
ミ
カ
ト
不
審
ス
ベ

シ
。
虚
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
実
事
ヲ
云
ヘ
バ
、
ヒ
ラ
タ
ク
卑
キ
故
其
中
ノ
雅
ナ
ル

事
ヲ
撰
テ
、
尚
潤
色
シ
テ
、
ヤ
サ
シ
ク
、
シ
ホ
ラ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ナ
リ
。

コ
レ
ヲ
鉄
ヲ
化
シ
テ
金
ト
成
ス
ノ
手
段
ニ
テ
、
雨
ノ
月
ニ
晴
タ
ル
ト
云
、
寒

日
ニ
暑
シ
ト
云
如
ク
、
ナ
キ
コ
ト
ヲ
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
若
ク
ハ
其
所
ニ
ナ
キ

― 9（ ―
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三
七

コ
ト
ヲ
云
タ
メ
シ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
借
用
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
虚
ニ
ア
ラ
ズ
、
但
其

雅
景
、
雅
趣
、
雅
物
、
雅
興
、
雅
字
、
雅
語
ヲ
エ
ラ
ヒ
用
フ
ベ
シ
。
其
感
セ

シ
ム
ル
コ
ト
、
虚
ヨ
リ
モ
実
事
ヨ
リ
モ
百
倍
ス
ベ
シ
。（『
詩
訣
』「
詩
法
雅

俗
弁
」）

こ
の
引
用
部
は
「
実
事
ヲ
云
ヘ
バ
、
俗
ニ
ナ
ル
ア
リ
」
と
題
さ
れ
た
部
分
で
、
白

楽
天
が
実
事
を
題
材
と
し
て
卑
俗
な
詩
を
作
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。
あ
り
の
ま
ま
を
詩
に
す
れ
ば
俗
に
陥
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
虚
を
詩
に
す

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
い
う
南
海
は
、
そ
の
作
詩
法
と
し
て
、
実
事
の
う
ち
に

あ
る
雅
を
抽
出
し
、
言
葉
を
潤
色
し
優
美
に
仕
上
げ
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
ま
た

そ
の
際
に
、
そ
こ
に
は
な
い
も
の
を
詠
み
込
む
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
虚
で

は
な
く
拝
借
す
る
の
で
あ
っ
て
、
拝
借
す
る
こ
と
は
、
詩
を
構
成
す
る
境
趣
、
対

象
、
興
趣
、
言
葉
な
ど
全
て
が
雅
で
あ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
い
う
。

人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
の
手
法
こ
そ
、
南
海
詩
論
の
も
っ

と
も
大
切
な
「
影
写
」
法
で
あ
る
。

五
　
影
写

『
明
詩
俚
評
』
に
示
さ
れ
る
「
影
写
」
の
分
析
に
入
ろ
う
。

「
邉
城
春
雪
」　

王
越

二
月
中
旬
雪
尚
飛　
　
　
　
　

二
月
中
旬
雪
尚
ほ
飛
ぶ

邉
城
草
木
得
春
遅　
　
　
　
　

邉
城
の
草
木
春
を
得
る
こ
と
遅
し

不
知
上
苑
新
桃
李　
　
　
　
　

知
ら
ず
上
苑
の
新
桃
李

開
到
東
風
第
幾
枝　
　
　
　
　

開
き
て
東
風
や
が
て
幾
枝
に
到
る
を

・ 

南
海
曰
、
題
ニ
邉
城
ノ
雪
ヲ
賦
シ
テ
、
三
四
却
テ
上
苑
ノ
花
ヲ
云
。
此
法
太
タ

奇
ナ
リ
。
上
ノ
第
一
句
計
リ
雪
ヲ
云
テ
、
三
句
ニ
雪
ヲ
不
言
、
シ
カ
モ
題
ヲ
不

離
、
是
影
写
ノ
手
ナ
リ
。（「
邉
城
春
雪
」
評
）

春
の
雪
と
い
う
題
で
あ
り
な
が
ら
も
、
第
一
句
に
雪
を
い
う
の
み
で
、
第
三
四
句

に
は
花
を
詠
む
。
第
三
四
句
は
、
や
が
て
春
風
が
枝
に
吹
き
付
け
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
予
感
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
雪
の
残
る
景
色
を
読
者
に
感
じ
さ
せ

る
。
主
題
を
あ
り
の
ま
ま
に
い
う
の
で
な
く
、
そ
う
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
実
事
の

な
か
に
あ
る
雅
を
選
び
詠
み
こ
む
こ
と
。
南
海
は
こ
れ
を
「
影
写
」
と
い
う
。

王
越
「
邉
城
春
雪
」
評
は
、
南
海
が
「
影
写
」
を
定
義
し
た
も
の
と
し
て
決

ま
っ
て
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
冒
頭
で
抜
粋
し
引
用
し
た
が
、
再
度
こ

こ
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。

影
写
ト
ハ
、
物
ノ
本
形
ヲ
ウ
ツ
ス
ヲ
云
。
譬
ヘ
ハ
月
影
ニ
梅
竹
ノ
窓
ヘ
ウ
ツ
リ

タ
ル
姿
ナ
リ
。
此
意
ハ
凡
詩
ヲ
作
ル
ニ
、
タ
ト
ヘ
ハ
梅
ノ
詩
ニ
、
氷
肌
玉
骨
、
竹

ノ
詩
ニ
飾
金
戛
玉
等
ノ
字
ヲ
用
テ
其
形
ヲ
直
ニ
ア
ラ
ハ
シ
、
雪
ヲ
白
シ
テ
嵦

ト

云
、
月
ヲ
輾
玉
輪
ナ
ド
ヽ
云
タ
グ
ヒ
皆
直
ニ
其
姿
ヲ
ヒ
ラ
タ
ク
云
出
ス
コ
ト
、
何

程
巧
ニ
テ
モ
細
工
物
ニ
テ
風
情
ナ
ク
縦
ヘ
ハ
木
ニ
刻
ミ
、
金
ニ
彫
タ
ル
月
花
ノ
如

ク
ニ
テ
、
至
極
ウ
ツ
シ
出
シ
テ
モ
其
真
情
ハ
曽
テ
ア
ラ
ワ
レ
ス
、
是
木
偶
ノ
人
ニ

似
タ
ル
ニ
同
ジ
。
詩
ノ
妙
ハ
其
形
ヲ
ス
テ
、
其
風
情
ヲ
ノ
ミ
写
シ
出
ス
ト
キ
ハ
、

其
所
賦
ノ
物
生
テ
ハ
タ
ラ
ク
故
、
読
ム
人
自
然
ト
感
ヲ
起
ス
コ
ト
、
直
ニ
其
景
ニ

対
シ
其
物
ヲ
見
ル
如
シ
。
不
然
ハ
詩
ニ
作
ル
ハ
イ
ラ
ザ
ル
物
ニ
テ
、
絵
ニ
カ
キ
木

ニ
刻
ミ
テ
モ
ス
ム
コ
ト
ナ
リ
。
故
ニ
、
詩
ハ
必
ス
其
面
影
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
、
読
ム
人

考
ヘ
テ
、
ゲ
ニ
サ
コ
ト
ソ
ト
、
感
心
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ヘ
シ
。
是
ヲ
影
写
ト
云
。

（「
邉
城
春
雪
」
評
）

詩
は
、
そ
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
真
情
を
表
す
こ
と
に
な
る
と

は
い
え
な
い
。
形
で
は
な
く
そ
の
風
情
を
描
く
こ
と
で
、
そ
れ
は
、
生
き
て
は
た

ら
く
の
で
あ
っ
て
、
読
者
は
ま
る
で
そ
の
景
色
を
、
そ
の
対
象
を
直
に
見
た
よ
う
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三
八

な
心
地
に
さ
せ
ら
れ
る
の
が
「
影
写
」
法
で
あ
る
と
い
う
。

『
明
詩
俚
評
』
に
は
「
影
写
」
と
い
う
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
他
に
二

篇
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
必
ず
、
風
情
あ
り
と
評
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
て
お

こ
う
。

「
懐
顧
仲
英
」　

楊
維
貞　

五
月
江
声
入
閣
寒　
　

五
月
江
声　

閣
に
入
り
寒
し

故
人
何
処
独
凭
欄　
　

故
人
何
処　

独
り
欄
に
凭
ら
ん

朱
簾
乍
捲
西
山
雨　
　

朱
簾
乍
ち
捲
く　

西
山
の
雨

一
片
青
峯
挂
笏
看　
　

一
片
の
青
峯　

笏
を
挂
へ
て
看
る

・ 

南
海
曰
、
人
待
ツ
暮
ノ
風
情
サ
モ
ア
ル
ヘ
シ
。
待
ト
云
コ
ト
不
言
シ
テ
其
体
バ

カ
リ
云
。
写
影
ノ
手
ナ
リ
。
第
三
句
、
滕
王
閣
ノ
第
三
句
ヲ
一
字
入
カ
エ
テ

我
句
ニ
シ
タ
ル
、
乍
ノ
一
字
ニ
テ
心
大
ニ
カ
ワ
ル
。
是
奪
胎
換
骨
ノ
法
ナ
リ
。

（「
懐
顧
仲
英
」
評
）

友
を
待
つ
と
直
に
い
わ
ず
と
も
、
待
つ
姿
を
詠
み
こ
む
こ
と
に
よ
り
、
読
者
は
そ

こ
に
想
い
を
致
す
。
こ
れ
が
「
影
写
」
の
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
は
、
王

勃
「
滕
王
閣
」
の
第
三
句
（
正
確
に
は
第
四
句
）「
朱
簾
暮
捲
西
山
雨
」
を
換
骨

奪
胎
し
成
功
し
た
例
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
影
写
」
は
、
顕
わ
に
い
わ
な

い
だ
け
で
は
く
、
そ
の
言
葉
が
雅
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
風
情
は
雅
な
言

葉
に
宿
る
。
典
拠
を
踏
ま
え
た
表
現
と
な
る
換
骨
奪
胎
の
手
法
、
ま
た
、
先
に
触

れ
た
翻
案
な
ど
は
、「
影
写
」
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
法
で
あ
る
と
南
海
が
考

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
（（
（

。

ま
た
、『
明
詩
俚
評
』
に
は
南
海
が
「
此
書
ノ
四
絶
唱
」（
王
世
貞
「
西
宮
怨
」）

と
評
し
た
四
篇
が
あ
る
。
こ
の
四
篇
と
は
、
高
啓
「
宮
詞
」、
王
世
貞
「
西
宮

怨
」、
王
穉
登
「
長
安
雪
歌
」、「
湖
上
梅
花
歌
」。
こ
の
四
篇
に
「
影
写
」
と
い
う

見
出
し
は
な
い
が
、
そ
の
評
を
読
む
に
つ
れ
、
四
篇
が
佳
作
で
あ
る
理
由
も
ま

た
、「
影
写
」
に
か
な
っ
た
表
現
（
句
法
・
字
法
）
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
拠

る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
う
ち
の
一
篇
、
南
海
が
、「
此
詩
、
流
麗
清
新
実
高
妙
。
品
春
夏
景
中
当

此
篇
為
圧
巻
」
と
評
す
る
詩
を
み
て
お
こ
う
。

「
宮
詞
」　

高
啓
（
王
蒙
（
（（
（

）

南
風
吹
断
采
蓮
歌　
　

南
風
吹
き
断
つ　

采
蓮
の
歌

夜
雨
新
添
太
液
波　
　

夜
雨
新
た
に
添
ふ　

太
液
の
波

水
殿
雲
廊
三
十
六　
　

水
殿
雲
廊　

三
十
六

不
知
何
処
月
明
多　
　

知
ら
ず　

何
処
か
月
明
か
り
多
き

南
風
が
そ
よ
吹
き
宮
女
戯
れ
て
蓮
を
采
る
歌
声
の
聞
こ
え
る
頃
、
夜
雨
が
太
液

池
に
降
り
新
た
な
漣
が
気
色
ば
む
。
水
に
望
む
殿
閣
、
雲
に
そ
び
え
る
廊
廂
は

三
十
六
も
あ
ろ
う
か
。
天
子
の
寵
愛
を
得
て
月
明
か
り
を
浴
び
る
人
は
誰
で
あ
ろ

う
か
。
南
海
の
訓
読
と
評
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
一
篇
は
こ
の
よ
う
な
意
に
解
せ
ら

れ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
表
の
意
味
で
あ
り
、
奥
深
い
意
味
が
裏
に
は
あ
る
と
南
海
は
い

う
。
そ
も
そ
も
「
宮
詞
」
は
、
班
婕
妤
「
怨
歌
行
」
同
様
、
題
意
に
閨
怨
が
込
め

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
作
詩
す
る
者
は
、
直
截
な
言
葉
を
使
わ
ず
そ
の
題
意
を
表
現

で
き
る
か
、
ま
た
、
読
者
は
、
そ
れ
を
感
じ
取
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。

南
海
は
、
こ
の
「
宮
詞
」
は
、
直
に
怨
と
い
わ
ず
、
第
一
二
句
は
「
景
勝
」

（「
宮
詞
」
評
）
を
い
い
、
第
三
句
「
水
殿
雲
廊
三
十
六
」
と
い
う
表
現
で
「
寵
愛

尤
深
キ
処
一
処
ア
リ
ト
云
コ
ト
」（
同
右
）
を
表
し
、
結
句
「
不
知
何
処
」
と
い

う
言
葉
で
、
寵
愛
の
「
定
メ
ヌ
処
」（
同
右
）
を
意
味
し
て
い
る
と
解
説
す
る
。

つ
ま
り
、
第
一
句
か
ら
第
三
句
が
境
、
第
四
句
が
趣
で
構
成
さ
れ
、
ま
た
、
境
趣

を
構
成
す
る
言
葉
が
表
裏
の
意
味
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
南
海
は
こ
の
詩
の
作
者
、
高
啓
（
王
蒙
）
の
作
詩
態
度
を
こ
う
分
析
し
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三
九

て
い
る
。

彼
詩
ヲ
作
リ
タ
ル
人
モ
初
メ
表
ハ
カ
リ
ヲ
作
ル
コ
ト
也
。
作
リ
タ
ル
後
ニ
名

人
ノ
詩
程
感
情
深
ク
裏
ヘ
透
リ
テ
色
ゝ
ノ
意
味
ア
ル
ナ
リ
。 

（「
宮
詞
」
評
）

詩
人
が
作
詩
す
る
に
あ
た
っ
て
意
識
的
に
行
う
の
は
「
表
」
の
作
業
で
あ
る
。
作

詩
さ
れ
た
後
、
名
詩
人
の
詩
は
「
裏
」
へ
透
け
て
色
々
な
意
味
が
広
が
っ
て
い
る

も
の
だ
。「
表
」
と
は
、
表
現
さ
れ
た
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
風
情
を

多
く
含
め
ば
含
む
ほ
ど
、「
表
」
は
「
裏
」
に
透
け
で
て
、
読
者
は
感
じ
入
る
の

で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
評
の
な
か
で
、
南
海
は
詩
を
鑑
賞
す
る
方
法
も
説
い
て
い
る
。

「
詩
ヲ
説
ク
ハ
、
其
詩
ノ
表
裏
ヲ
知
リ
テ
、
表
ハ
カ
リ
ヲ
先
説
ク
ヘ
シ
」（
同
右
）

と
、「
表
」「
裏
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
先
ず
は
「
表
」
を
評
す
る
べ

き
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
、
旧
注
（『
皇
明
千
家
詩
』）
が
、「
表
」
で
は
な
く

詩
の
「
裏
」
ば
か
り
を
解
説
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
で
、
そ
の
理
由
を
「
詩

ノ
意
ツ
イ
テ
余
情
ナ
シ
」（
同
右
）
と
し
て
い
る
。
詩
を
解
説
す
る
際
も
、
読
者

に
余
情
を
残
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
は
、
南
海
が
訓
読
法
を
説
い
た
際

と
同
じ
読
詩
の
要
領
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
と
は
、
義
理
や
理
屈
と
い
っ
た
一

義
的
な
も
の
で
は
な
く
人
情
と
い
う
幽
玄
な
と
こ
ろ
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
だ
か

ら
、
そ
れ
は
、
詩
を
読
む
場
合
に
も
肝
要
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。

六
　「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
と
い
う
用
字
法

「
此
書
ノ
四
絶
唱
」
の
う
ち
、
も
う
一
篇
、「
流
麗
」
と
見
出
し
が
あ
る
王
世

貞
「
西
宮
怨
」
に
興
味
深
い
評
が
つ
い
て
い
る
。

「
西
宮
怨
」　

王
世
貞

点
点
蓮
花
漏
未
央　
　

点
点
た
る
蓮
花　

漏
未
だ
央
な
ら
ず

乍
寒
如
水
透
羅
裳　
　

乍
寒　

水
の
如
し　

羅
裳
に
透
る

誰
憐
金
井
梧
桐
露　
　

誰
か
憐
れ
む　

金
井　

梧
桐
の
露

一
夜
鴛
鴦
瓦
上
霜　
　

一
夜　

鴛
鴦　

瓦
上
の
霜

王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
巻
四
七
所
収
の
こ
の
詩
は
、「
西
宮
怨
」
二
首
の
う
ち

の
第
二
首
に
あ
た
る
。
王
世
貞
の
主
張
す
る
古
文
辞
派
の
主
張
に
基
づ
い
て
考
え

れ
ば
（
（（
（

、
こ
の
詩
は
、
盛
唐
の
詩
人
・
王
昌
齢
「
西
宮
春
怨
」「
西
宮
秋
怨
」
を
手

本
に
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
事
実
、
こ
の
第
二
首
は
、
王
昌
齢
「
西
宮
秋
怨
」
に

描
か
れ
た
世
界
が
自
作
に
昇
華
さ
れ
た
古
文
辞
文
学
の
成
功
例
で
あ
る
と
評
価
で

き
よ
う
。
一
方
、
南
海
は
、
起
句
は
「
怨
ノ
時
刻
」、
第
二
句
は
「
怨
ノ
時
節
」、

第
三
四
句
は
「
夕
ベ
マ
テ
モ
梧
桐
ニ
オ
ケ
ル
露
ノ
今
夜
ハ
、
ハ
ヤ
瓦
上
ノ
霜
ト
結

ヒ
タ
ル
、
秋
ノ
ク
レ
ユ
ク
様
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
分
析
し
た
う
え
で
、
王
世
貞

の
古
文
辞
の
用
字
法
や
、
王
昌
齢
「
西
宮
秋
怨
」
と
の
関
わ
り
に
は
触
れ
る
こ
と

な
く
、
自
ら
の
考
え
る
用
字
法
に
言
及
す
る
。

誰
憐
ノ
二
字
前
ニ
言
フ
詩
ニ
ツ
カ
ヒ
習
ハ
ス
字
ノ
中
ナ
リ
。
只
此
二
字
ニ
テ

怨
ノ
心
コ
モ
レ
リ
。
…
此
詩
、
漏
ニ
蓮
花
、
梧
桐
ニ
金
井
、
瓦
ニ
鴛
鴦
、
皆

ア
イ
シ
ラ
イ
ナ
リ
。
宮
怨
ナ
レ
ハ
ウ
ル
ワ
シ
キ
文
字
ヲ
エ
リ
テ
、
上
ニ
ツ
ケ

タ
ル
ナ
リ
。（「
西
宮
怨
」
評
）

既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
用
字
は
、「
影
写
」
法
に
お
い
て
最
も
大
切
な
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
「
西
宮
怨
」
で
は
、
怨
が
主
題
で
あ
り
な
が
ら
、
怨
と
直

に
い
わ
ず
風
情
や
面
影
を
写
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
で
は
、
ど
の
よ
う
な
言

葉
を
用
い
怨
を
詠
う
の
か
、
ま
た
、
読
者
が
そ
れ
を
想
像
し
感
心
で
き
る
か
が

「
影
写
」
法
の
要
件
と
な
る
。
南
海
は
、
第
三
句
「
誰
憐
」
と
い
う
用
字
に
、
主

題
と
な
る
怨
の
心
を
読
み
と
る
。
そ
し
て
、
漏
と
蓮
花
、
梧
桐
と
金
井
、
瓦
と
鴛
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四
〇

鴦
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
詩
に
描
か
れ
た
怨
が
、
単
な
る
怨
で
は
な
く
、
宮
怨
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し

得
た
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
見
出
し
に
「
流
麗
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
ア
イ

シ
ラ
イ
の
文
字
が
な
せ
る
業
と
解
せ
ら
れ
る
。

「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
と
は
、
あ
へ
し
ら
ふ
（
あ
ふ
＋
し
ら
ふ
）
の
音
変
化
で
、
と

り
あ
わ
せ
て
互
い
に
調
和
を
は
か
る
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。
南
海
が
詩
を
論
評
す

る
際
に
用
い
る
こ
の
言
葉
は
『
明
詩
俚
評
』
に
よ
く
見
ら
れ
、
作
詩
の
用
字
法
の

一
つ
と
し
て
必
須
の
感
が
あ
る
。

詩
に
お
け
る
ア
イ
シ
ラ
イ
に
つ
い
て
、
南
海
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
折
楊
柳
」　

晏
鐸

河
橋
楊
柳
半
無
枝　
　

河
橋
の
楊
柳　

半
ば
枝
も
無
し

多
為
行
人
贈
別
離　
　

多
く
行
人
と
為
り　

別
離
を
贈
る

羗
虜
不
知
蕭
索
尽　
　

羗
虜
は
知
ら
ず　

蕭
索
尽
る
こ
と
を

月
明
猶
向
笛
中
吹　
　

月
明
り　

猶
ほ
笛
中
に
向
ひ
て
吹
く

・ 

凡
ノ
詩
ニ
、
本
意
ノ
文
字
ト
、
ア
イ
シ
ラ
イ
ノ
文
字
ト
ア
リ
。
ア
イ
シ
ラ
イ
ヲ

斡
旋
ノ
字
ト
云
ナ
リ
。
虚
字
ノ
テ
ニ
ハ
ニ
テ
ア
イ
シ
ラ
ウ
ア
リ
。
実
字
ノ
景
文

字
ニ
テ
ア
イ
シ
ラ
ウ
ア
リ
。
句
ニ
モ
ア
イ
シ
ラ
イ
ノ
句
ア
リ
専
用
ノ
句
ア
リ
。

（「
折
楊
柳
」
評
）

詩
は
、
本
意
の
文
字
と
、
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
（
斡
旋
の
文
字
）
と
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
に
は
、
①
虚
字
、
②
実
字
、
③
句
と
い
っ
た
三
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
先
ず
は
①
虚
字
の
ア
イ
シ
ラ
イ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

① 

虚
字
ノ
ア
イ
シ
ラ
イ
ハ
、
タ
ト
ヘ
ハ
常
建
カ
詩
ニ
、
松
際
露
微
月
清
光
猶
為

君
ト
云
如
キ
、
ソ
ナ
タ
ノ
来
ラ
レ
シ
故
、
松
ノ
木
ノ
間
ノ
月
光
サ
ヘ
、
猶
ソ

ナ
タ
ノ
為
ニ
モ
リ
ク
ル
ホ
ト
ニ
、
亭
主
ハ
一
入
ヨ
ロ
コ
ブ
ハ
ヅ
ナ
リ
ト
、
猶

ノ
字
ニ
テ
、
ア
イ
シ
ラ
イ
タ
リ
。
コ
レ
ハ
猶
ノ
字
カ
専
用
ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド

モ
、
此
ア
イ
シ
ラ
イ
ニ
テ
、
心
フ
カ
ク
ナ
ル
ユ
ヘ
、
ア
イ
シ
ラ
イ
ト
云
ナ

リ
。（「
折
楊
柳
」
評
）

常
建
の
五
言
古
詩
「
宿
王
昌
齢
隠
居
」、「
清
渓
深
不
測
［
一
作
極
］　

隠
処
只
孤

雲　

松
際
露
微
月　

清
光
猶
為
君　

茅
亭
宿
花
影　

薬
院
滋
苔
紋　

余
亦
謝
時
去　

西
山
鸞
鶴
群
」
の
第
三
四
句
を
例
示
し
、「
猶
」
の
働
き
が
虚
字
の
ア
イ
シ
ラ
イ

で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
常
建
の
こ
の
詩
の
場
合
、「
猶
」
は
こ
の
文
脈
で
専
ら

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
こ
こ
に
「
猶
」
が
あ
る
た
め
に
風
情
や
余
韻
が

深
ま
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
ア
イ
シ
ラ
イ
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

中
国
古
典
語
は
、
実
字
（
体
言
）、
虚
字
（
用
言
）、
助
字
（
助
詞
、
助
動
詞
、

副
詞
、
接
続
詞
な
ど
）
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
の
が
当
時
の
認
識
で
あ
る
（
（（
（

。
三
分

類
法
、
と
く
に
用
言
の
働
き
を
す
る
虚
字
の
重
要
性
が
解
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
蘐
園
学
派
か
ら
で
（
（（
（

、
南
海
も
そ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
以
て
虚
字
、
実
字
と

い
う
言
葉
を
用
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
南
海
が
ア
イ
シ
ラ
イ
を
い
う
際

に
用
い
た
①
虚
字
の
意
味
は
、
こ
の
三
分
類
法
で
は
な
く
、
実
字
と
虚
字
と
の
二

分
類
法
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
①
虚
字
は
、「
虚
字
ノ
テ
ニ
ハ
ニ
テ
ア
イ
シ
ラ
ウ
ア
リ
」（「
折

楊
柳
」
評
）
と
あ
り
、
こ
の
①
虚
字
の
意
が
、
現
在
の
助
字
の
意
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
南
海
が
①
虚
字
の
実
例
と
し
た
常
建
「
宿
王
昌
齢
隠
居
」
の
一
節
「
松

際
露
微
月　

清
光
猶
為
君
」
の
「
猶
」
の
働
き
が
副
詞
で
、
こ
れ
も
ま
た
現
在
の

助
字
の
意
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
海
の
い
う
、
①
虚
字
は
、
具

体
的
な
内
容
を
も
た
な
い
言
葉
（
副
詞
・
前
置
詞
・
接
続
詞
・
感
嘆
詞
な
ど
）
を

指
し
、
②
実
字
は
、
意
味
を
も
つ
言
葉
（
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
な

ど
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

南
海
が
い
う
、
①
虚
字
に
も
②
実
字
に
も
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
が
あ
る
と
い
う
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四
一

主
張
は
、
し
た
が
っ
て
、
言
葉
は
全
て
ア
イ
シ
ラ
イ
を
果
た
す
機
能
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
①
虚
字
に
も
②
実
字
に
も
③
句
に

も
ア
イ
シ
ラ
イ
が
あ
る
な
ど
と
言
わ
ず
、
字
に
も
句
に
も
ア
イ
シ
ラ
イ
が
あ
る
と

い
え
ば
簡
潔
で
は
な
か
っ
た
か
。

南
海
の
意
図
を
探
る
な
ら
ば
、
総
じ
て
字
と
い
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
聞
く
者

は
誰
し
も
具
体
的
な
意
味
を
保
有
す
る
実
字
に
ア
イ
シ
ラ
イ
が
あ
る
と
い
う
思
考

が
先
行
し
て
し
ま
う
こ
と
は
否
め
ま
い
。
つ
ま
り
、
実
字
の
み
な
ら
ず
虚
字
に
も

ア
イ
シ
ラ
イ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
、
南
海
の
用
字
法
、
引
い
て
は
作
詩

法
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

次
に
、
②
実
字
の
ア
イ
シ
ラ
イ
を
み
て
み
よ
う
。

② 

実
字
ノ
ア
イ
シ
ラ
イ
ハ
、
此
月
明
ノ
字
、
丹
桂
ノ
詩
ノ
絳
霞
ヲ
字
ノ
如
キ
、

急
度
ナ
ク
、
其
処
ノ
ア
イ
シ
ラ
イ
ニ
云
テ
、
シ
カ
モ
用
ニ
タ
ツ
ナ
リ
。（「
折

楊
柳
」
評
）

南
海
は
こ
こ
に
二
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
「
折
楊
柳
」
の
結
句
「
月
明
猶
向
笛
中

吹
」
で
は
、
笛
を
吹
く
景
色
な
の
で
「
月
明
」
の
字
を
ア
イ
シ
ラ
イ
、
呉
伯
宗

「
御
試
丹
桂
」（『
明
詩
俚
評
』）
の
第
一
二
句
「
花
映
蟾
宮
柳
払
雲　

絳
霞
光
採
護

奇
芬
」
で
は
、「
桂
ハ
月
中
ニ
ア
ル
モ
ノ
故
蟾
宮
ニ
映
ス
ト
言
リ
、
丹
ノ
字
ヲ
知

ラ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
絳
霞
ヲ
云
リ
。
是
ア
イ
シ
ラ
イ
ナ
リ
」（「
御
試
丹
桂
」
評
）
と

評
し
、「
桂
」
は
月
中
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
「
花
映
蟾
宮
」
と
ア
イ
シ
ラ
イ
、

「
丹
」
は
あ
か
色
な
の
で
「
絳
」（
あ
か
）
と
ア
イ
シ
ラ
ウ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ア

イ
シ
ラ
イ
を
知
る
た
め
に
は
、
作
詩
す
る
人
と
、
読
者
と
の
共
通
の
教
養
に
裏
打

ち
さ
れ
た
風
雅
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
最
後
に
③
句
の
ア
イ
シ
ラ
イ
を
見
て
お
こ
う
。

③ 

ア
イ
シ
ラ
イ
ノ
句
ト
云
モ
、
前
ノ
竹
ノ
詩
ノ
一
二
句
ノ
如
キ
何
ニ
テ
モ
竹
ノ

ア
ル
ヘ
キ
景
地
時
節
ヲ
イ
ヘ
ハ
埒
明
ユ
ヘ
中
ニ
ヲ
モ
ワ
シ
キ
景
ヲ
ト
リ
出

シ
、
ア
イ
シ
ラ
イ
テ
専
用
ノ
趣
向
ハ
後
ノ
句
ニ
ア
ル
ナ
リ
。
イ
カ
ナ
ル
古
人

ノ
名
詩
ニ
モ
、
全
篇
皆
専
用
ノ
句
ト
云
ハ
ナ
シ
。
必
絶
句
ナ
レ
ハ
専
用
ハ
結

句
カ
律
詩
ナ
レ
ハ
多
ク
ハ
三
四
句
ニ
モ
ア
リ
。
外
一
二
ノ
句
ハ
多
ク
ハ
ア
イ

シ
ラ
イ
也
ト
知
ヘ
シ
。（「
折
楊
柳
」
評
）

こ
こ
で
、「
前
ノ
竹
ノ
詩
」
と
あ
る
の
は
、
楊
榮
「
題
竹
」（『
明
詩
俚
評
』）
を
指

す
。「

題
竹
」　

楊
榮

雨
過
江
頭
夕
照
收　
　

雨　

江
頭
を
過
り　

夕
照
収
む

蒼
苔
白
日
自
清
幽　
　

蒼
苔
白
日　

自
ら
清
幽

不
知
昨
夜
蛟
龍
起　
　

知
ら
ず　

昨
夜
蛟
龍
起
ち
て

化
作
瀟
湘
一
片
秋　
　

化
し
て
瀟
湘
一
片
の
秋
と
作
す
を

「
折
楊
柳
」
評
同
様
に
、「
題
竹
」
評
に
お
い
て
も
、
第
一
二
句
に
つ
い
て
「
上

ノ
二
句
竹
ノ
コ
ト
モ
、
竹
ノ
ア
イ
シ
ラ
イ
モ
曽
不
見
。
只
竹
ノ
有
ヘ
キ
景
地
ト
、

竹
ニ
相
応
ノ
時
節
ト
バ
カ
リ
ヲ
ノ
ベ
タ
リ
」（「
題
竹
」
評
）
と
い
う
。
竹
を
詠
み

込
む
の
に
直
に
竹
を
言
わ
な
い
の
は
、
ま
さ
に
影
写
の
手
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、

竹
が
生
え
る
そ
の
土
地
と
秋
め
い
て
き
た
時
節
を
詠
み
込
む
の
は
、
南
海
詩
論
用

語
で
い
え
ば
、「
境
」
で
構
成
さ
れ
た
句
の
「
本
意
の
文
字
」
で
あ
る
。

問
題
は
、
第
三
四
句
が
「
ア
イ
シ
ラ
イ
専
用
の
趣
向
」（「
折
楊
柳
」
評
）
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
南
海
は
、「
サ
テ
下
ノ
二
句
ニ
モ
竹
ノ
文
字
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ズ

作
リ
ナ
シ
テ
、
ツ
マ
ル
ト
コ
ロ
ハ
竹
ノ
清
心
ヲ
不
残
言
ヒ
ヲ
ヽ
セ
タ
リ
、
妙
々
」

（「
題
竹
」
評
）
と
、
こ
の
二
句
こ
そ
こ
の
詩
の
妙
所
で
あ
る
と
称
す
る
が
、
で

は
、
こ
の
二
句
が
、
専
ら
ア
イ
シ
ラ
イ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
句
で
あ
る
と
は
、
ど

う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
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四
二

下
ノ
二
句
言
ロ
ハ
此
竹
ハ
瀟
湘
ノ
ア
タ
リ
ニ
秋
風
ノ
涼
シ
キ
ヲ
含
テ
見
ル
人

コ
ト
竹
風
ノ
ソ
ヨ
ソ
ヨ
ナ
ビ
ク
テ
イ
ヲ
見
テ
ハ
涼
シ
キ
秋
ヲ
生
ス
ル
ナ
レ

ハ
、
唯
事
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
、
是
ハ
昨
夜
ニ
モ
蛟
龍
ナ
ド
カ
水
中
カ
ラ
出
テ
、
夕

立
ヲ
フ
ラ
セ
テ
、
一
片
ノ
秋
気
ヲ
化
シ
ナ
シ
タ
ル
ヘ
シ
ト
、
前
後
竹
ニ
カ

マ
ワ
ズ
、
只
其
用
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
、
絶
妙
不
可
言
。
是
所
謂
鏡
花
水
月
ナ
リ
。

（「
題
竹
」
評
）

第
三
四
句
は
、
文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
昨
夜
の
う
ち
に
蛟
龍
が
で
て
夕
立
を
降

ら
せ
あ
た
り
は
秋
の
気
配
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
境
」

で
は
な
く
「
趣
」（
趣
向
）
で
あ
る
。
詳
細
に
み
れ
ば
、
中
国
の
想
像
上
の
生
き

物
で
あ
る
蛟
龍
は
水
中
に
住
ん
で
お
り
、
雨
や
雲
の
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
と
み
な

し
得
る
。
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
雨
、
江
頭
、
瀟
湘
の
ア
イ
シ
ラ
イ
で
あ
る
と
判

断
で
き
よ
う
。
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
②
実
字
の
ア
イ
シ
ラ
イ
と
も
解
せ
よ
う

が
、
南
海
は
句
と
捉
え
て
い
る
。

南
海
が
句
で
思
考
す
る
の
は
、「
不
知
」
と
い
う
第
三
句
頭
の
言
葉
が
結
句
ま

で
繋
が
る
こ
と
の
作
用
で
も
あ
ろ
う
が
、
大
切
な
の
は
、
第
一
二
句
で
既
に
「
本

意
の
文
字
」
を
用
い
て
「
境
」
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
残
り
全
て
を
ア
イ
シ

ラ
イ
の
文
字
で
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
南
海
は
、
第
三
四
句
は
「
竹
ノ
清
心
ヲ
不
残
言
ヒ
ヲ
ヽ
セ
」（「
題
竹
」

評
）
て
い
る
と
評
し
、
第
一
二
句
で
描
い
た
「
境
」
を
、
よ
り
余
韻
あ
る
風
情
と

し
て
完
成
さ
せ
る
た
め
の
大
が
か
り
な
ア
イ
シ
ラ
イ
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ

る
。南

海
は
「
イ
カ
ナ
ル
古
人
ノ
名
詩
ニ
モ
、
全
篇
皆
専
用
ノ
句
ト
云
ハ
ナ
シ
」

（「
折
楊
柳
」
評
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
シ
ラ
イ
の
句
の
み
で
構
成
さ
れ
た

詩
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
絶
句
に
お
い
て
は
結
句
、
律
詩
で
あ
れ

ば
三
四
句
に
ア
イ
シ
ラ
イ
の
句
が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
分
析
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
、「
本
意
の
文
字
」
の
み
で
構
成
さ
れ
る
詩
は
あ
り
得
る
が
、「
ア
イ
シ
ラ

イ
の
文
字
」
の
み
で
構
成
さ
れ
る
詩
は
決
し
て
な
い
と
い
う
意
に
他
な
ら
な
い
。

本
意
な
く
し
て
詩
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に

も
感
じ
る
が
、
南
海
が
あ
え
て
こ
う
い
う
の
は
何
故
か
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

と
、
南
海
の
ア
イ
シ
ラ
イ
と
い
う
字
法
が
、
作
詩
で
は
な
く
、
読
詩
の
な
か
で
発

見
さ
れ
た
法
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
作
詩
の
際
、「
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
」
の
み
で
詩
を
作
る
と
い

う
試
み
に
関
心
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
言
明
は
無
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
一
篇
の
詩
を
読
む
に
あ
た
り
、
題
意
を
述
べ
た
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分

を
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
本
意
の
文
字
」
と
「
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
」
と
い
う

名
称
を
あ
て
る
こ
と
は
、
読
詩
の
方
法
と
し
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
南
海
は
、
古

人
の
詩
の
な
か
に
た
く
さ
ん
の
「
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
」
を
発
見
し
、
そ
れ
ら
の

文
字
の
特
性
を
分
析
し
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
枠
で
、
字
に
ア

イ
シ
ラ
イ
あ
り
と
は
い
わ
ず
、
①
虚
字
に
も
、
②
実
字
に
も
、
③
句
に
も
ア
イ
シ

ラ
イ
あ
り
と
丁
寧
に
言
及
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
南
海
詩
論
は
、
作

詩
を
繰
り
返
し
逡
巡
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
読
書
・
読
詩
と

い
っ
た
学
び
の
な
か
で
完
成
さ
れ
た
と
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
楊
榮
「
題
竹
」
の
見
出
し
に
は
写
意
と
あ
る
。
写
意
と
は
、

思
い
を
描
く
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
画
の
世
界
に
お
い
て
は
画
法
の
一
で
あ
り
、

形
に
と
ら
わ
れ
ず
対
象
の
本
質
を
描
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
既
に
見
た
と
お
り
、

「
題
竹
」
は
、
第
一
二
句
で
本
意
の
文
字
を
用
い
て
「
境
」
を
述
べ
、
後
半
の
二

句
は
ア
イ
シ
ラ
イ
の
句
を
用
い
た
「
趣
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
写
意
で

あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、「
題
竹
」
と
は
、
竹
と
い
う
か
た
ち
に
囚
わ
れ
ず
、
竹
の

本
質
を
描
き
得
た
一
篇
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
南
海
の
「
影
写
」
法
は
、
対
象

を
直
に
い
う
こ
と
を
否
定
し
、
雅
を
含
ん
だ
表
現
で
読
者
の
感
性
に
訴
え
る
風
情

を
描
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
の

ア
イ
シ
ラ
イ
の
技
法
こ
そ
、
南
海
詩
論
の
核
と
な
る
用
字
法
と
い
え
よ
う
。

そ
の
証
拠
に
、
南
海
は
楊
榮
「
題
竹
」
を
総
括
し
て
「
是
所
謂
鏡
花
水
月
ナ
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四
三

リ
」（「
題
竹
」
評
）
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
本
稿
冒
頭
で
引
用
し
た
「
影
写
」
の

定
義
に
同
じ
な
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

文
人
画
の
先
駆
者
と
称
さ
れ
る
南
海
は
、
し
ば
し
ば
画
を
描
写
す
る
手
法
で
詩

を
説
明
す
る
。

画
ヲ
カ
ク
ニ
平
遠
、
高
遠
、
深
遠
ノ
三
ツ
ア
リ
。
皆
景
ノ
模
様
ナ
リ
。
詩
モ

亦
景
ヲ
作
ル
ニ
、
此
心
得
ア
リ
。
大
概
水
ヲ
望
ム
景
ハ
平
遠
ヲ
ト
ル
。
山
ヲ

望
ム
ハ
高
遠
ヲ
ト
ル
。
山
行
山
中
ノ
詩
ハ
深
遠
ヲ
ト
ル
。
其
景
ニ
ヨ
リ
テ
詩

ノ
句
体
モ
カ
ワ
リ
、
文
字
モ
カ
ワ
ル
ヘ
シ
。
是
詩
学
ノ
要
ナ
リ
。（『
明
詩
俚

評
』
張
希
淑
「
烟
波
閣
」
評
）

山
を
描
く
技
法
「
三
遠
」
が
述
べ
ら
れ
る
。
古
く
は
、
揚
雄
「
書
は
心
の
画
」

（『
法
言
』
巻
四
）
な
ど
、
詩
書
画
一
致
の
論
は
、
も
ち
ろ
ん
南
海
特
有
の
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
南
海
の
画
人
と
し
て
の
特
性
が
詩
論
の
中
に
生
き
て
い
る
こ

と
に
は
注
意
を
払
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
画
は
描
く
対
象
に
よ
っ
て
そ

の
手
法
も
異
な
る
が
、
詩
も
ま
た
そ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
南
海
は
い
う
の

で
あ
る
。

画
人
南
海
が
「
写
意
」
と
い
う
言
葉
で
意
図
し
た
も
の
は
、
詩
の
世
界
に
お
い

て
は
「
影
写
」
と
い
う
手
法
で
完
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。「
影
写
」
と
は
、
あ
り

の
ま
ま
に
形
を
写
す
こ
と
は
決
し
て
そ
の
対
象
の
本
質
を
伝
え
る
も
の
で
は
な

く
、
作
詩
者
の
感
性
の
中
に
あ
る
言
葉
で
対
象
を
表
現
し
、
読
者
の
感
性
で
そ
れ

を
想
像
さ
せ
る
な
か
に
本
質
が
あ
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。

一
篇
の
詩
に
お
け
る
「
本
意
の
文
字
」
は
、
題
意
を
反
映
す
る
言
葉
で
あ
り
そ

の
詩
に
必
須
の
言
葉
で
あ
る
が
、
他
方
、「
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
字
」
は
、
本
来
な

く
て
も
よ
い
、
遊
び
・
余
白
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
海
は
こ
の
ア
イ
シ
ラ

イ
こ
そ
詩
に
は
大
切
な
要
件
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
、
情
感
、
空
間
、
余
韻
と
い
っ
た
も
の
が
生
ま
れ
る
と
理
解
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
四　

詩
の
「
体
・
法
・
辞
」」
で
引
用
し
た
一
節
を
、
今
一
度
引
い

て
お
き
た
い
。

虚
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
実
事
ヲ
云
ヘ
バ
、
ヒ
ラ
タ
ク
卑
キ
故
其
中
ノ
雅
ナ
ル
事
ヲ

撰
テ
、
尚
潤
色
シ
テ
、
ヤ
サ
シ
ク
、
シ
ホ
ラ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ナ
リ
。
コ
レ

ヲ
鉄
ヲ
化
シ
テ
金
ト
成
ス
ノ
手
段
ニ
テ
、
雨
ノ
月
ニ
晴
タ
ル
ト
云
、
寒
日
ニ

暑
シ
ト
云
如
ク
、
ナ
キ
コ
ト
ヲ
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
若
ク
ハ
其
所
ニ
ナ
キ
コ
ト

ヲ
云
タ
メ
シ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
借
用
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
虚
ニ
ア
ラ
ズ
、
但
其
雅

景
、
雅
趣
、
雅
物
、
雅
興
、
雅
字
、
雅
語
ヲ
エ
ラ
ヒ
用
フ
ベ
シ
。
其
感
セ
シ

ム
ル
コ
ト
、
虚
ヨ
リ
モ
実
事
ヨ
リ
モ
百
倍
ス
ベ
シ
。（『
詩
訣
』「
詩
法
雅
俗

弁
」）

詩
に
は
、
虚
で
は
な
く
、
実
事
を
い
う
の
だ
が
、
実
事
と
は
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い

て
卑
近
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
あ
る
雅
を
選
び
、
言
葉
を
潤
色
し
優

美
に
仕
上
げ
る
の
だ
。
ま
た
そ
の
際
に
、
そ
こ
に
は
な
い
も
の
を
詠
み
込
む
場
合

も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
虚
で
は
な
く
拝
借
す
る
の
で
あ
っ
て
、
詩
を
構
成
す
る
境

趣
、
対
象
、
興
趣
、
言
葉
な
ど
全
て
が
雅
で
あ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
、
虚
よ
り
も
、
実
事
よ
り
も
、
百
倍
そ
の
詩
に
感
じ
入
る

の
だ
。

虚
で
も
な
く
、
実
事
そ
の
ま
ま
で
も
な
く
、「
借
用
ル
モ
ノ
」
こ
そ
、
ア
イ
シ

ラ
イ
の
文
字
で
あ
る
。

南
海
が
い
う
、
木
門
の
人
た
ち
が
理
解
し
た
「
此
」「
是
等
ノ
処
」
と
は
、
ま

さ
し
く
、
こ
の
「
ア
イ
シ
ラ
イ
の
文
学
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四
四

　
　
注

（
１
） 　

松
下
忠
『
江
戸
の
詩
風
詩
論
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
）、
拙
著
『
太
宰
春
臺

の
詩
文
論 

― 

徂
徠
学
の
継
承
と
転
回
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）

（
２
） 　

様
々
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
と
し
て
こ
こ
で
は
、
杉
下
元
明

「
祇
園
南
海
と
新
井
白
石 

― 

木
門
の
漢
詩
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
三

巻
十
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
唐
詩
（
殊
に
盛
唐
詩
）

が
、
南
海
、
白
石
の
作
詩
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る
。

（
３
）　

宝
暦
六
年
刊
本
を
底
本
と
し
た
。

（
４
）　

前
掲
注
１
、
松
下
忠
『
江
戸
の
詩
風
詩
論
』
三
八
二
―
三
九
一
頁
。

（
５
） 　

中
島
貴
奈
「
祇
園
南
海
「
七
家
雪
」
考
」（『
国
語
国
文
』
第
七
一
巻
第
八
号
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
６
） 　

詩
に
格
調
を
重
ん
じ
る
こ
と
と
、
格
調
説
と
は
異
な
る
。
南
海
詩
論
は
格
調
を
重

ん
じ
る
が
、
明
代
古
文
辞
派
の
格
調
説
に
み
え
る
よ
う
な
特
定
の
詩
人
を
推
奨
す
る

詩
論
か
ら
は
脱
却
し
た
の
だ
と
い
う
の
が
、
前
掲
注
１
、
松
下
忠
『
江
戸
の
詩
風
詩

論
』
の
分
析
で
あ
る
。

（
７
） 　
「
ア
イ
シ
ラ
イ
」
と
い
う
言
葉
は
、『
詩
訣
』
に
一
例
見
え
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
『
明
詩
俚
評
』
に
見
え
る
。

（
８
） 　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
文
学
論
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
９
） 　
『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
一
巻
（
龍
吟
社
、
一
九
二
〇
年
初
版
、
一
九
九
七
年
復
刻
）。

（
（0
） 　

中
村
幸
彦
も
ま
た
、「
祇
園
南
海
も
『
明
詩
俚
評
』
一
冊
を
残
し
て
い
る
。
珍
し

い
本
で
は
な
い
が
、
彼
の
他
の
詩
法
書
『
詩
学
逢
原
』『
南
海
詩
訣
』
と
共
に
、
講

義
の
写
本
と
し
て
残
り
伝
っ
て
、
後
人
の
編
刊
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。（「
明

詩
壇
の
影
響
」『
江
戸
詩
人
選
集
』
月
報
６
所
収
、
一
九
九
一
年
）

（
（（
） 　

李
嶠
の
雑
詠
は
、『
詩
学
逢
原
』「
豪
句
雄
句
并
敏
捷
」
で
用
例
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
前
掲
注
８
、二
五
六
頁
。

（
（（
） 　

ち
な
み
に
、『
詩
訣
』
は
『
詩
学
逢
原
』
に
先
行
し
た
詩
論
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
と
い
う
の
も
、『
詩
訣
』「
詩
法
雅
俗
弁
」
は
、『
詩
学
逢
原
』「
詩
語
常
語
・

取
義
」「
雅
俗
」
と
重
な
る
内
容
を
も
つ
が
、
本
稿
底
本
と
し
た
前
掲
注
８
校
注
は
、

「「
雅
俗
」
は
南
海
詩
論
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
南
海
詩
訣
の
詩
法
雅
俗
弁

に
詳
述
が
あ
る
の
で
、
本
書
で
は
略
記
し
て
あ
る
」（
二
四
六
頁
）
と
考
え
、『
詩

訣
』
が
先
に
著
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
（（
） 　

原
文
は
「
明
人
之
詩
、
未
必
不
学
而
未
必
可
解
」
と
あ
る
が
、
文
意
か
ら
判
断
し

「
不
学
」
を
「
可
学
」
に
改
め
た
。

（
（（
） 　
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
総
集
編
第
六
輯
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
所
収
。
ま

た
、
内
閣
文
庫
に
収
め
る
『
皇
明
千
家
詩
』
も
同
刊
本
。

（
（（
） 　
『
皇
明
千
家
詩
』
は
多
く
の
詩
人
の
詩
を
収
め
る
が
、
一
人
一
首
を
原
則
と
す
る

も
の
で
は
な
い
。
長
沢
の
解
題
は
恐
ら
く
瀧
川
昌
楽
の
「
江
西
汪
萬
頃
、
読
皇
明
千

家
之
詩
集
、
揀
其
純
粋
者
、
取
一
家
一
詩
而
註
釈
焉
」（
皇
明
千
家
詩
序
）
と
い
う

言
葉
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
（6
） 　

正
確
に
は
、『
皇
明
千
家
詩
』
春
景
・
丘
陵
「
桃
花
塢
」
を
『
明
詩
俚
評
』
に
は

欠
く
。
し
か
し
こ
れ
は
、
故
意
に
削
っ
た
と
い
う
感
を
受
け
な
い
。
他
に
も
詩
人
名

が
異
な
る
も
の
一
篇
、
題
が
異
な
る
も
の
少
々
が
あ
る
。

（
（（
） 　

例
え
ば
、
司
空
図
『
二
十
四
詩
品
』
に
用
い
ら
れ
る
二
字
の
見
出
し
な
ど
が
想
起

さ
れ
る
。

（
（8
） 　

孟
淑
子
「
春
尽
」、
王
守
仁
「
山
中
懶
睡
」
な
ど
の
評
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
（9
） 　

厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
に
「
詩
は
情
性
を
吟
詠
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
当
時
は
こ
の

詩
話
の
影
響
が
大
き
い
。
伊
藤
仁
齋
「
人
情
は
詩
に
尽
き
」（『
語
孟
字
義
』
総
論
四

経
）、
荻
生
徂
徠
「
夫
れ
詩
は
情
語
な
り
」（「『
徂
徠
集
』
巻
二
五
」）
な
ど
、
同
時

代
の
詩
論
に
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。
江
戸
の
漢
詩
人
と
人
情
の
有
り
様
に
つ
い

て
は
、
揖
斐
高
『
江
戸
詩
歌
論
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
（0
） 　
「
毛
詩
大
序
」
に
、「
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
情
動
於
中
、

而
形
於
言
」
と
あ
る
。

（
（（
） 　

前
掲
注
８
、
校
注
に
、「
境
」
は
、
心
象
を
さ
そ
っ
て
詩
境
を
形
成
す
る
対
象
。

「
趣
」
は
、
対
象
に
応
じ
て
詩
境
を
形
成
す
る
心
象
。
と
あ
る
。

― 8（ ―
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四
五

（
（（
） 　

詩
が
人
情
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
南
海
は
作
詩
法
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
繰
り
返
し
白
楽
天
の
在
り
方
を
引
き
合

い
に
出
し
論
ず
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
白
楽
天
の
受
容
と
も
深
く
関
わ
る
も

の
で
あ
り
、
整
理
し
て
お
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今
後
検
討
を
加
え
、
次
稿
報
告
の

機
会
を
も
ち
た
い
。

（
（（
） 　

南
海
の
換
骨
奪
胎
の
法
に
つ
い
て
は
蘐
園
学
派
の
辞
の
在
り
方
と
照
ら
し
て
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
南
海
は
蘐
園
学
派
の
古
文
辞
の
詩
句
を
模
倣
す
る
と
い
う

修
辞
法
に
対
し
て
は
「
戯
録
詩
盗
判
」（『
南
海
先
生
集
』
巻
五
）
な
ど
で
い
う
よ
う

に
批
判
的
で
あ
る
。
ま
た
、『
明
詩
俚
評
』
で
は
「
明
人
ノ
癖
ニ
テ
唐
詩
ノ
全
句
ヲ

用
テ
己
カ
詩
ニ
入
甚
僻
事
ナ
リ
。
奪
胎
換
骨
ハ
古
人
モ
却
テ
賞
翫
ス
ト
イ
エ
ド
モ
、

サ
モ
ナ
ク
テ
人
ノ
句
ヲ
取
用
ユ
狼
藉
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
云
、
詩
ニ
不
通
故
ナ
リ
」（
駱

文
盛
「
牧
兒
」
評
）
と
、
明
代
古
文
辞
派
の
修
辞
法
と
換
骨
奪
胎
と
は
違
う
と
い
う

考
え
を
示
し
て
い
る
。

（
（（
） 　
「
宮
詞
」
は
、『
明
詩
俚
評
』
で
は
高
啓
、『
皇
明
千
家
詩
』
で
は
王
蒙
の
作
と

な
っ
て
い
る
。『
明
詩
俚
評
』「
西
宮
怨
」
の
割
注
に
「
前
ノ
宮
詞
王
蒙
ニ
ア
ラ
ズ
高

啓
ト
云
」
と
あ
る
。

（
（（
） 　

王
世
貞
の
文
学
主
張
に
は
変
遷
が
あ
る
。
王
世
貞
の
文
集
に
は
『
弇
州
四
部
稿
』

と
『
続
弇
州
四
部
稿
』
と
が
あ
る
が
、『
弇
州
四
部
稿
』
は
王
世
貞
五
一
歳
（
萬
暦

四
・
一
五
七
六
年
）
頃
に
成
立
。
こ
の
こ
ろ
は
李
攀
龍
と
と
も
に
古
文
辞
文
学
を
主

張
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
荻
生
徂
徠
を
中
心
と
す
る
蘐
園
学
派
の
古
文
辞
の
用
字
法

や
格
調
説
を
批
判
す
る
南
海
に
と
っ
て
、
王
世
貞
の
こ
の
よ
う
な
詩
は
ど
の
よ
う
な

位
置
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
度
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
（6
） 　
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に
収
め
る
、
戸
川
芳

郎
「
解
題
」
は
、
丁
度
、
祇
園
南
海
と
同
時
期
の
訳
学
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
抜

粋
し
て
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　

助
字
と
は
、「
叢
書
」
序
（
吉
川
幸
次
郎
）
に
あ
る
ご
と
く
〝
文
気
の
美
〟、
音
声

と
意
味
の
リ
ズ
ム
、
を
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
語
助

と
も
い
い
、
助
語
の
辞
と
も
い
う
。
今
の
品
詞
に
な
お
せ
ば
、
助
詞
・
副
詞
・
介

詞
・
認
定
詞
・
接
続
詞
ま
た
は
指
示
語
の
た
く
い
で
あ
る
。
…
ひ
る
が
え
っ
て
用

言
は
、
虚
字
、
い
ま
の
動
詞
と
形
容
詞
と
を
指
す
。
形
容
詞
を
荻
生
徂
徠
は
半
虚

字
と
も
よ
ん
で
い
る
（『
訳
文
筌
蹄
』
凡
例
）。
こ
れ
ら
は
体
言
の
実
字
に
対
し

て
、
い
う
。
助
字
を
虚
詞xuci

と
称
す
る
と
き
は
、
虚
字
（
半
虚
字
）
と
実
字
、

つ
ま
り
用
言
と
体
言
と
を
あ
わ
せ
て
、
実
詞shici

と
総
称
し
て
い
る
が
、
中
国
の

語
文
を
あ
つ
か
う
際
に
は
、
実
字
と
虚
字
と
助
字
の
三
分
類
法
は
、
か
え
っ
て
有

意
義
で
あ
る
。

（
（（
）　

前
掲
注
（6
、『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
三
巻
、
戸
川
芳
郎
「
解
題
」
四
頁
参
照
。

※

 

本
論
中
の
漢
字
表
記
は
、
固
有
名
詞
は
も
と
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
に
用
い
る
こ
と
と

し
、
そ
の
他
は
意
味
が
異
な
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

国
字
「
ト
モ
」「
コ
ト
」
等
は
ひ
ら
い
て
表
記
し
、
ま
た
、
漢
文
は
訓
読
し
て
引
用
し

た
が
、
南
海
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
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